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四
月
九
日（
金
）、
光
英
Ｖ
Ｅ

Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｓ
中
学
校
・
高
等
学

校
の
第
一
回
入
学
式
を
挙
行
し

ま
し
た
。
午
前
は
中
学
校
、
午

後
は
高
等
学
校
の
入
学
式
を
実

施
し
ま
し
た
。
八
重
桜
が
咲
き

誇
る
中
、
新
し
い
制
服
に
身
を

包
ん
だ
第
一
期
生
の
晴
れ
や
か

な
顔
が
集
い
ま
し
た
。

　
「
答
え
を
求
め
る
学
び
」か
ら

「
問
い
を
持
つ
学
び
」に
重
点
を

置
く
本
校
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
、

地
球
を
守
る（
人
・
社
会
・
自
然

に
貢
献
す
る
）自
覚
と
実
践
力

の
あ
る
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
を
育

成
し
ま
す
。

　
︻
光
英
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｓ
︼の

校
名
に
込
め
た
決
意「
光
り
輝

く
個
性
を
大
切
に
し
て
、英
知
に

富
み“
真
理（
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｓ
）

を
求
め
続
け
る
人
材
を
育
て
る
」

の
と
お
り
、
第
一
期
生
た
ち
は
、

こ
の
春
新
た
な
歴
史
の
幕
を
開

け
た
光
英
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｓ
中

高
で
の
新
生
活
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
目
標
を
胸
に
抱
き
な
が
ら
、

キ
ラ
キ
ラ
と
輝
く
真
っ
す
ぐ
な

瞳
で
前
を
見
据
え
て
い
ま
し
た
。

（
関
連
記
事
は
五
面
）

　

多
数
の
保
育
者
・
教
育
者
を

輩
出
し
、
保
育
・
教
育
界
に
多

大
な
貢
献
を
し
て
き
た
聖
徳
大

学
児
童
学
部
は
、
二
〇
二
二
年

四
月
に
、
聖
徳
大
学
教
育
学
部

児
童
学
科
と
教
育
学
科
と
し
て

新
た
な
挑
戦
を
始
め
ま
す
。

****************

■

教
育
学
部
の
強
み

伝
統
実
績
を
礎
に
革
新
し続

け
る

　

保
育
・
教
育
の
魅
力
は
乳
幼

児
お
よ
び
児
童
の
成
長
と
自
己

の
成
長
に
直
接
関
わ
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
聖

徳
大
学
教
育
学
部
は
、
児
童
学

部
を
特
色
づ
け
た
自
己
成
長

感
・
成
長
意
欲
と
、
他
者
の
成

長
に
貢
献
す
る
こ
と
に
高
い
使

命
感
を
も
つ
人
間
性
、
多
様
性

に
富
む
子
ど
も
の
活
動
の
探
求

力
、
自
立
し
た
実
践
力
を
養
成

す
る
伝
統
を
引
き
継
ぎ
ま
す
。

そ
し
て「
新
し
い
時
代
」に
お
け

る
乳
幼
児
保
育
者
養
成
と
小
学

校
教
員
養
成
を
使
命
と
す
る
二

学
科
を
開
設
し
ま
す
。

　

児
童
学
科
は
、
全
国
ト
ッ
プ

レ
ベ
ル
の
実
績
を
礎
に
、
少
子

化
、
多
文
化
保
育
、イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
保
育
、
医
療
保
育
等
、
新

た
な
課
題
に
適
切
に
対
応
し
て

い
く
た
め
に
、
実
習
と
科
学
的

な
根
拠
に
基
づ
く
高
い
水
準
の

専
門
性
と
多
様
性
、
そ
し
て
危

機
管
理
に
習
熟
し
た
現
場
対
応

力
を
育
成
し
ま
す
。

　

教
育
学
科
は
、
多
様
性
に
対

す
る
高
い
許
容
力
を
備
え
た
人

間
性
、
学
際
的
な
教
養
、
教
育

学
等
の
体
系
的
・
系
統
的
な
学

び
、
小
学
校
英
語
、カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
小
中
高

の
教
科
の
系
統
性
・
体
系
性
を

踏
ま
え
た
教
科
の
専
門
性
、
小

中
一
貫
校
・
義
務
教
育
学
校
、コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
等
の

改
革
先
進
校
で
の
実
習
に
先
駆

的
な
特
色
を
も
っ
て
い
ま
す
。

社
会
の
あ
ら
ゆ
る
場
で

生
き
る
実
践
力

　

聖
徳
大
学
教
育
学
部
は
、
何

よ
り
も
人
の
成
長
を
科
学
す
る

学
部
で
あ
る
こ
と
を
重
視
し
ま

す
。
そ
こ
で
培
わ
れ
る
の
は
、

自
ら
を
高
め
な
が
ら
他
者
の
成

長
に
貢
献
す
る
高
い
使
命
感
、

そ
し
て
多
様
な
他
者
と
の
協
働

力
、
他
者
を
価
値
あ
る
存
在
と

し
て
尊
重
す
る
人
間
性
で
す
。

社
会
的
な
課
題
に
挑
戦
す
る
探

求
力
と
実
行
力
は
、キ
ャ
リ
ア

の
幅
を
拡
げ
ま
す
。
教
育
界
で

の
活
躍
に
限
定
さ
れ
ず
、
上
場

企
業
を
含
む
広
く
社
会
で
活
躍

す
る
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

　

学
べ
る
科
目
や
取
得
で
き
る

免
許
・
資
格
に
つ
い
て
、
詳
細

は
本
学
入
学
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
二
〇
二
二
年
四
月

聖
徳
大
学
児
童
学
部
は
、「
教
育
学
部
」へ

2022年4月 聖徳大学 児童学部は教育学部として、新たな挑戦を始めます。

聖徳大学  教育学部

未
来
を

つ
く
る
人
を

育
て
る
。

教育は無限だ。 “子ども”を学問する。

※2022年4月 設置予定

教育
学科

児童
学科
幼稚園教員採用数
保育士採用数
全国１位

教育系就職率

100%

幼稚園教員採用数

公立学校採用試験
合格者数

保育士採用数

全国１位

29名

全国１位

8年連続14回目

15年連続

100％100％134名

25名1名 4名1名2名

254名98名6名

幼
稚
園
教
員
就
職
者
数

小
学
校
教
員
採
用
試
験
合
格
者
数

養
護
教
員
採
用
試
験
合
格
者
数

公
立
幼
稚
園
教
員
・
保
育
士
・

　
　
　
一
括
採
用
合
格
者
数

特
別
支
援
学
校

　
教
員
採
用
試
験
合
格
者
数

小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校︵
専
科
︶

　
　
　
　
教
員
採
用
試
験
合
格
者
数

保
育
士
就
職
者
数

公
立
保
育
士
合
格
者
数

公
立
幼
稚
園
教
員
合
格
者
数

大
学
教
育
系
就
職
率

短
大
教
育
系
就
職
率

  

教
育
系
就
職
者
数
４
４
２
名

（　
　
　
　
　
　
　
　
　

）

  

就
職
希
望
者
数
４
４
２
名

  

教
育
系
就
職
者
数
１
３
９
名

（　
　
　
　
　
　
　
　
　

）

  

就
職
希
望
者
数
１
３
９
名

2020年大学通信調べ。
幼稚園教員採用数は、

15年中14回の全国1位。

通学課程のみ。

2020年大学通信調べ。

8年連続8年連続

聖
徳
大
学
・
聖
徳
大
学
短
期
大
学
部

令
和
二
年
度

教
員
等
合
格
者
速
報

教
育
学
部

■
開
設
：
二
〇
二
二
年
四
月

■
学
位
：

・
児
童
学
科
学
士（
児
童
学
）

・
教
育
学
科
学
士（
教
育
学
）

■

定
員
：

・
児
童
学
科

　

昼
間
主  

三
二
五
名

　

夜
間
主  

七
名

・
教
育
学
科

　

昼
間
主  

八
〇
名

　

夜
間
主  

三
名

※
二
〇
二
二
年
四
月
設
置
予
定

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

トップクラスの実績
さらに進化・発展する
児童学科へ挑戦

教育学科は
挑戦的な
新たな学科へ

トップクラスの実績
さらに進化・発展する
児童学科へ挑戦

2022年4月設置予定

教育学科は
挑戦的な

新たな学科へ

▼
学
園
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

▼
大
学
院
・
大
学
・
短
大
・・

▼
幼
児
教
育
専
門
学
校
・・・・・・・・・・

▼
光
英
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｓ
中
・
高
・

▼
取
手
聖
徳
女
子
中
・
高
・・・・・・・・・

▼
小
学
校
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

▼
幼
稚
園
・・・・・・・・・・・・・・・・・

▼
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・・・・・・・・・・

３
・
５

１
・
２
・
３
・
４

５
１
・
５６

６
６
・
７８

Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｅ
Ｘ

”

光
英
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｓ
中
学
校
・
高
等
学
校

第
一
回
入
学
式
を
挙
行

新
た
な
歴
史
の
幕
を
開
け
ま
し
た
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聖
徳
大
学
大
学
院
・
聖
徳
大
学
・
聖
徳
大
学
短
期
大
学
部

埼玉県保健医療部長より感謝状

令
和
三
年
度　

入
学
式
を
挙
行

　埼玉県の新型コロナウイルス感染症対策にかかわる
応援業務を通して埼玉県草加保健所へ貢献したことに
より、3月31日（水）、埼玉県保健医療部長より本学看護
学部小林れい子講師に感謝状が贈られました。 聖徳大学

看護学部看護学科
小林 れい子 講師

　

四
月
十
七
日（
土
）、
本
学
川

並
香
順
記
念
講
堂
に
て
聖
徳
大

学
オ
ー
プ
ン
・
ア
カ
デ
ミ
ー（
Ｓ

Ｏ
Ａ
）の
新
年
度
開
講
式「
令
和

三
年
度
Ｓ
Ｏ
Ａ
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
」を
行
い
ま
し
た
。

今
年
度
の
Ｓ
Ｏ
Ａ
年
間
テ
ー
マ

は「
新
た
な
世
界
へ
」で
す
。コ

ロ
ナ
禍
か
ら
新
た
な
世
界
へ
向

か
う
希
望
を
込
め
ま
し
た
。

　

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

に
よ
り
本
イ
ベ
ン
ト
は
中
止
と

な
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
座

席
の
間
隔
を
十
分
に
あ
け
る
な

ど
、
感
染
防
止
対
策
を
講
じ
、

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 　

初
め
に
、
川
並
弘
純
学
長
に

よ
る
主
催
者
代
表
挨
拶
、
長
江

曜
子
Ｓ
Ｏ
Ａ
校
長
に
よ
る
挨
拶
、

今
年
度
の
Ｓ
Ｏ
Ａ
名
誉
会
員
授

与
者
三
名
の
紹
介
を
行
い
ま
し

た
。
Ｓ
Ｏ
Ａ
名
誉
会
員
と
は
、

聖
徳
大
学
オ
ー
プ
ン
・
ア
カ
デ

ミ
ー
で
六
十
二
単
位（
一
単

位
：
八
十
五
分
授
業
を
十
回
受

講
）修
得
さ
れ
た
方
に「
総
合
修

了
証
」と「
Ｓ
Ｏ
Ａ
名
誉
会
員
」

の
称
号
を
授
与
す
る
も
の
で
す
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
公
開
講
演

で
は
、
本
学
客
員
教
授
で
あ
り
、

長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
銅
メ
ダ
リ

ス
ト
・
元
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト

選
手
の
岡
崎
朋
美
先
生
が「
ど

こ
ま
で
も
挑
戦
」と
い
う
テ
ー

マ
で
講
演
し
ま
し
た
。

　

岡
崎
先
生
は
北
海
道
斜
里
郡

清
里
町
の
出
身
で
、
小
学
生
の

頃
か
ら
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
に

お
い
て
努
力
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。
結
婚
、
出
産
を
経
て
か
ら

も
、
夢
に
向
か
っ
て
諦
め
ず
に

挑
戦
し
続
け
た
話
に
、
参
加
者

全
員
が
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。
世

界
を
舞
台
に
闘
っ
て
き
た
岡
崎

先
生
の「
一
日
一
日
を
笑
顔
で

過
ご
す
」と
い
う
言
葉
は
特
に

印
象
的
で
し
た
。

　

昨
年
は
、コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
Ｓ
Ｏ
Ａ
公
開

講
座
の
運
営
方
法
も

大
き
く
変
化
し
ま
し

た
。
大
学
入
構
時
の

検
温
、
講
座
開
始
前

の
教
室
の
消
毒
、ソ
ー

シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン

ス
を
保
っ
た
教
室

の
座
席
配
置
な
ど
、

受
講
生
の
安
心
と

安
全
を
考
え
な
が

ら
開
講
し
ま
し
た
。

今
年
度
も
オ
ン
ラ

イ
ン
講
座
を
充
実

さ
せ
、
受
講
生
が
楽

し
ん
で
学
べ
る
講

座
運
営
を
し
て
い

き
ま
す
。

本学客員教授の岡崎朋美先生が講演

令
和
三
年
度

Ｓ
Ｏ
Ａ
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

■ 聖徳大学オープン・アカデミー（SOA）
お問い合わせ：聖徳大学生涯学習課

TEL. 047-365-3601 https://www.seitoku.jp/soa/

　

四
月
一
日（
木
）、
本
学
体
育

館
に
て
令
和
三
年
度
の
聖
徳
大

学
大
学
院
・
聖
徳
大
学
・
聖
徳
大

学
短
期
大
学
部
の
入
学
式
を
挙

行
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
観

点
か
ら
、
参
列
者
を
入
学
生
と

学
内
関
係
者
の
み
に
限
定
し
、午

前
・
午
後
の
二
回
に
分
け
て
実

施
し
ま
し
た
。当
日
は
、

フ
ォ
ー
マ
ル
ス
ー
ツ

に
身
を
包
ん
だ
入
学

生
千
二
百
五
十
六
名

が
集
い
、
こ
れ
か
ら

始
ま
る
新
生
活
へ
の

期
待
を
胸
に
、
晴
れ

や
か
な
笑
顔
で
凛
と

し
た
姿
を
見
せ
ま
し

た
。

　

学
長
告
辞
に
お
い

て
、
川
並
弘
純
学
長

は「
皆
さ
ん
が
本
学
で

学
べ
る
こ
と
は
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
単

に
学
生
生
活
を
送
り
、
知
識
や

技
術
を
習
得
す
る
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
心
身
と
も
に
人
と

し
て
成
長
し
て
く
だ
さ
い
。
教

職
員
や
学
内
の
環
境
・
設
備
は

す
べ
て
、
皆
さ
ん
の
成
長
の
た

め
に
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
皆

さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
可
能
性
を

見
つ
け
引
き
出
し
、
そ
し
て
伸

ば
し
て
い
く
こ
と
に
全
力
を
捧

げ
て
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
」と
温

か
く
歓
迎
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

「
夢
は
諦
め
る
も
の
で
は
な
く

実
現
さ
せ
る
も
の
で
す
。
本
学

で
の
学
生
生
活
を
通
し
て
夢
を

実
現
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。T

he 
future is yours!

未
来
は
見
え
な
い
と

こ
ろ
に
あ
る
の
で
は

な
く
、
も
う
既
に
皆

さ
ん
の
心
の
中
に
あ

り
ま
す
」
と
エ
ー
ル

を
送
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
三
密
対

策
で
参
列
で
き
な
い

保
護
者
の
た
め
に

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
オ
ン

ラ
イ
ン
配
信
を
行
い

ま
し
た
。
学
長
は「
時

に
は
ご
息
女
が
学
び
の
深
さ
に

戸
惑
う
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
そ
の
時
は
お
支
え
い

た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
」
と

祝
福
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。

　

入
学
式
は
、

新
入
生
代
表
に

よ
る
宣
誓
に
続

き
、副
学
長
・
研

究
科
長
・
学
部

長
・
学
科
長
紹

介
が
行
わ
れ
、

滞
り
な
く
終
了

し
ま
し
た
。

　

入
学
式
終
了

後
は
、
各
教
室

に
移
動
し
て
ク

ラ
ス
ア
ワ
ー
を

行
い
ま
し
た
。

学
生
は
担
任
の

教
員
や
ク
ラ
ス

メ
ー
ト
と
の
初

対
面
に
、
初
め
は
緊
張
し
た
面

持
ち
で
し
た
が
、
す
ぐ
に
打
ち

解
け
て
親
睦
を
深
め
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
翌
日
二
日（
金
）か

ら
五
日（
月
）に
か
け
て
、
所
属

す
る
学
部
学
科
に
分
か
れ
て
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
、

聖
徳
の
学
生
と
し
て
の
第
一
歩

を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

本
学
に
は
、
未
来
の
教
師
を

養
成
す
る
教
職
課
程
が
各
学
部

に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

︻
児
童
学
部
︼幼
稚
園
、
小
学

校
、
特
別
支
援
学
校
教
諭

︻
心
理
・
福
祉
学
部
︼中
学
校

（
社
会
）、
高
等
学
校（
地
理

歴
史
、
福
祉
）養
護
教
諭

︻
文
学
部
︼中
学
校（
英
語
、

国
語
、
社
会
）、
高
等
学
校

（
英
語
、
国
語
、
地
理
歴
史
、

書
道
）

︻
人
間
栄
養
学
部
︼中
学
校

（
家
庭
・
保
健
）、
高
等
学
校

（
家
庭
・
保
健
）、
栄
養
教
諭

︻
音
楽
学
部
︼小
学
校
、
中
学

校
、
高
等
学
校（
音
楽
）

※
取
得
可
能
な
免
許
の
一
部

　

多
彩
な
教
職
へ
の
道
が
開
か

れ
、
多
く
の
学
生
が
各
自
の
夢

を
か
な
え
る
た
め
に
日
々
学
ん

で
い
ま
す
。

　

全
学
の
教
職
を
目
指
す
学
生

の
夢
実
現
に
向
け
て
の
サ
ポ
ー

ト
を
担
っ
て
い
る
の
が
、「
教
職

実
践
セ
ン
タ
ー
」で
す
。
こ
れ

ま
で
も
年
間
を
通
じ
て
教
員
採

用
対
策
特
別
講
座
を
実
施
し
、

高
い
合
格
率
を
あ
げ
て
き
ま
し

た
。

　

今
年
度
は
、
さ
ら
に
学
生
の

学
び
を
強
力
に
サ
ポ
ー
ト
す
る

た
め
、
三
年
次
か
ら
チ
ャ
レ
ン

ジ
で
き
る
Ｍ
Ｅ（
教
職
模
擬
テ

ス
ト
）を
実
施
し
、
個
々
の
学

生
に
応
じ
た
個
別
相
談
・
指
導

を
継
続
的
に
行
う
体
制
を
整
備

し
ま
し
た
。教
職
実
践
セ
ン
タ
ー

の
教
員
が
交
替
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
専
門
性
を
生
か
し
て
個
別
の

相
談
・
指
導
に
従
事
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
最
新
の
受
験
情
報
・

資
料
を
大
学
図
書
館
の
協
力
を

得
て
、
い
つ
で
も
閲
覧
で
き
る

よ
う
に
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

全
国
各
地
で
活
躍
す
る
卒
業
生

と
の
つ
な
が
り
を
深
め
、
夢
実

現
へ
の
道
筋
を
認
識
で
き
る
よ

う
に
す
る
た
め
の
企
画
を
準
備

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
新
た
な
取
り
組

み
を
糧
に
し
て
、
教
職
を
目
指

す
一
人
で
も
多
く
の
学
生
た
ち

の
夢
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
が
、

当
セ
ン
タ
ー
の
願
い
で
す
。

聖
徳
大
学
・
聖
徳
大
学
短
期
大
学
部
教
職
実
践
セ
ン
タ
ー

未
来
の
教
師
へ
の
夢
の
実
現
を
強
力
に
サ
ポ
ー
ト

川並弘純学長

　

本
学
が
松
戸
市
の
子
育
て
支

援
に
尽
力
し
、
同
市
が
受
賞
し

た
日
経
Ｄ
Ｕ
Ａ
Ｌ「
共
働
き
子

育
て
し
や
す
い
街
ラ

ン
キ
ン
グ
二
〇
二
〇
」

に
お
い
て
二
〇
一
七
、

二
〇
一
九
年
に
続
き

三
回
目
の
一
位
達
成

に
寄
与
し
た
と
し
て
、

三
月
十
日（
水
）、
松

戸
市
長
よ
り
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
学
は
、
市
の
委

託
を
受
け
運
営
す
る

子
育
て
支
援
施
設「
お

や
こ
Ｄ
Ｅ
広
場
に
こ

に
こ
キ
ッ
ズ
」を
は
じ

め
、
地
域
団
体
と
連

携
し
た
さ
ま
ざ
ま
な

子
育
て
支
援
講
座
や

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開
催
し
、
社

会
貢
献
活
動
を
推
進
し
て
い
ま

す
。

松
戸
市
長
よ
り
感
謝
状
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北海道・青森県・岩手県・宮城県・秋田県・山形県・福島県

長野県・新潟県・富山県・石川県・福井県

山梨県・岐阜県・静岡県・愛知県・三重県

茨城県・栃木県・群馬県・埼玉県・千葉県・東京都・神奈川県

福岡県・佐賀県・長崎県・熊本県・大分県・宮崎県・鹿児島県・沖縄県

滋賀県・京都府・大阪府・兵庫県・奈良県・和歌山県・鳥取県・島根県・
岡山県・広島県・山口県・徳島県・香川県・愛媛県・高知県

令和3年度 香和会 行事予定表 

〈お問い合わせ〉  聖徳大学 香和会  TEL/FAX：047-366 - 5084   　E- ma i l：kouwakai@wa .seitoku.ac.jp
時節柄、中止や変更があります。HPでご確認ください。

北海道・東北支部
※後援会（東北（北）支部）と同日開催

甲州・中部・東海支部
※後援会（静岡県支部）と同日開催

九州・沖縄支部

近畿・中国・四国支部

第54回 香和会 総会

②

①

③

④

⑤

⑥

場所 決まり次第お知らせ

場所 長岡市　ホテルニューオータニ長岡

場所 三島市　三島市商工会議所 3 階会議室 

場所 聖徳大学 8号館アミティエ（予定）

場所 決まり次第お知らせ

場所 大阪市　ホテル阪急インターナショナル2 階中華料理 「春蘭門」

場所 聖徳大学内

日（日）10 10月

日（日）
16：00～18：00

（後援会終了後15：30～受付）10 3月

日（土）11 6月

日（土）
12：00～14：00

（11：30～受付）12 18月

日（日）9 19月

●日時：₆月₁₉日（土） 　総会／14：00～ ●場所：取手聖徳女子中学校・高等学校 会議室

令和3年度  聖朋会  総会  開催予定

北陸・上信越支部
※後援会（新潟地区支部）と同日開催 日（日）

15：00～17：00
（後援会終了後14：30～受付）9 12月

北関東支部（合同開催）南関東支部 日（日）
13：00～15：00

（12：30～受付）12 5月

　

新
入
生
を
対
象
と
し
たFre-

shm
en Cam

p

（
導
入
教
育
合

宿
Ｆ
Ｃ
）は
、
例
年
で
す
と
長

野
県
佐
久
市
で
開
催
し
ま
す
が
、

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
た
め
宿

泊
を
伴
わ
な
い
形
式
で
大
学
構

内
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

四
月
十
日（
土
）は
、
思
考
を

描
き
可
視
化
す
る
マ
イ
ン
ド

マ
ッ
プ
を
使
用
し
て
、
大
学
生

活
の
目
標
や
卒
業
時
の
自
分
の

姿
を
イ
メ
ー
ジ
し
ま
し
た
。
学

生
た
ち
は
、
ま
ず
は
自
己
紹
介

の
マ
イ
ン
ド
マ
ッ
プ
を
描
き
、

五
か
ら
六
人
の
グ
ル
ー
プ
で
自

己
紹
介
を
し
ま
し
た
。
和
や
か

な
雰
囲
気
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、

次
は「
卒
業
時
の
わ
た
し
」を

テ
ー
マ
に
マ
イ
ン
ド
マ
ッ
プ
を

作
成
し
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
な

姿
に
な
り
た
い
の
か
、
そ
の
た

め
に
大
学
の
資
源
を
ど
う
活
用

し
、
何
を
学
習
し
、
ど
ん
な
力

を
つ
け
た
い
の
か
、
そ
の
思
い

を
描
き
、グ
ル
ー
プ
内
で
発
表

し
ま
し
た
。

　

四
月
十
二
日（
月
）は
、
一
年

生
か
ら
四
年
生
ま
で
の
混
合
グ

ル
ー
プ
で
、「
卒
業
時
の
わ
た

し
」を
語
り
合
い
ま
し
た
。
四

年
生
、
三
年
生
は
臨
地
実
習
の

経
験
か
ら
、「
チ
ー
ム
で
協
働
で

き
る
人
に
な
り
た
い
」「
知
識
を

身
に
付
け
た
看
護
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
た
い
」「
相
手
の
話
を

聞
い
て
寄
り
添
え
る
存
在
に
な

り
た
い
」と
語
り
ま
し
た
。
昨

年
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
が
多
か
っ

た
二
年
生
は
、
協
調
性
の
大
切

さ
や
疑
問
点
を
解
決
す
る
学
習

習
慣
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。

一
年
生
は
、
四
年
間
勉
強
を
継

続
す
る
こ
と
、
新
し
い
友
人
関

係
を
築
く
こ
と
を
目
標
に
掲
げ

ま
し
た
。

　

先
輩
と
の
交
流
を
通
し
て
、

大
学
で
の
学
習
方
法
、
予
習
・

復
習
の
大
切
さ
、
授
業
や
実
習

へ
の
臨
み
方
な
ど
が
話
題
に
な

り
、
一
年
生
は
大
学
生
活
を
よ

り
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
た

よ
う
で
す
。
二
日
間
の
Ｆ
Ｃ
は

卒
業
時
の
姿
を
思
い
描
く
良
い

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

新
入
生
の

Freshm
en Cam

p

聖
徳
大
学
看
護
学
部

聖
徳
大
学
短
期
大
学
部
総
合
文
化
学
科
だ
よ
り

グループ内発表

先輩との交流学生生活を共に過ごした友人と

ご購入はこちらより

土
井
さ
ん
親
子
が
取
材
を
受
け
ま
し
た
！

　

三
月
十
二
日（
金
）、
十
三
日

（
土
）に
、
感
染
症
対
策
を
し
な

が
ら
本
学
の
卒
業
式
が
挙
行
さ

れ
ま
し
た
。
短
大
総
合
文
化
学

科
は
十
三
日
午
前
の
部
で
し
た

が
、
こ
の
日
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
取
材

が
入
り
、
卒
業
生
に
と
っ
て
緊

張
し
な
が
ら
も
思
い
出
深
い
卒

業
式
と
な
り
ま
し
た
。

　

取
材
を
受
け
た

の
は
、
図
書
館
司

書
・
Ｉ
Ｔ
コ
ー
ス

を
卒
業
し
た
土
井

優
奈
さ
ん
と
富
美

子
さ
ん
親
子
。
優

奈
さ
ん
は
小
児
が

ん
体
験
者
で
、
後

遺
症
か
ら
学
生
生

活
に
不
安
が
あ
っ

た
た
め
、
母
親
の

富
美
子
さ
ん
も
一

緒
に
入
学
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

入
学
後
は
、
初

め
は
親
子
で
孤
立

す
る
の
で
は
な
い

か
と
心
配
だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、

前
向
き
で
明
る
い
優
奈
さ
ん
は

ク
ラ
ス
の
ム
ー
ド
メ
ー
カ
ー
の

よ
う
な
存
在
、
そ
し
て
富
美
子

さ
ん
は
ク
ラ
ス
み
ん
な
の
お
母

さ
ん
と
し
て
頼
り
に
さ
れ
、ク

ラ
ス
委
員
も
務
め
ま
し
た
。
卒

業
式
の
日
、ク
ラ
ス
メ
ー
ト
が

「
土
井
さ
ん
親
子
は
ク
ラ
ス
の

Ｍ
Ｖ
Ｐ
！
」と
表
現
し
て
い
ま

し
た
が
、
こ
の
言
葉
が
二
人
の

学
生
生
活
を
象
徴
し
て
い
る
よ

う
で
す
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
取
材
内
容
は
、三
月

十
五
日（
月
）朝
七
時
の
ニ
ュ
ー
ス

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
お
は
よ
う

日
本
」で
放
送
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
後
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
特
集
ペ
ー
ジ
に
も

「
母
が
短
大
生
に
な

っ
た
理
由
」
と
い
う

記
事
で
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。

　

優
奈
さ
ん
は
、
小

児
が
ん
体
験
者
と
し

て
、
同
じ
病
気
の
子

ど
も
た
ち
を
励
ま
す

た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
に
参
加
し
て
い

ま
す
。
土
井
さ
ん
親

子
の
さ
ら
な
る
挑
戦

や
活
躍
を
、
本
学
は

こ
れ
か
ら
も
応
援
し

続
け
ま
す
。

卒業式での土井優奈さん（左）と母親の富美子さん

聖徳大学・聖徳大学短期大学部

オフィシャルキャラクター「ファイ＆リーン」
LINEスタンプが誕生！

価格120円

スタンプは全8種類です。
ぜひご購入していただき、
コミュニケ―ションツールとして
ご活用ください。
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私
た
ち
に
と
っ
て
、
夏
に
牛

を
山
で
放
牧
す
る
と
い
え
ば
、

ス
イ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
で
も
今
回
紹

介
す
る「
牛
追
い
」の
舞
台
は

北
欧
の
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
す
。
原

作
は
、ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
女
優
で

児
童
文
学
作
家
の
マ
リ
ー
・
ハ

ム
ズ
ン
で
す
。
児
童
文
学
者
の

石
井
桃
子
は“A

 N
orw

egian 
F

arm

”か
ら
日
本
語
に
訳
し

ま
し
た
。

　

ラ
ン
ゲ
リ
ュ
ー
ド
家
の
牧
場

で
の
暮
ら
し
を
描
い
た
本
作
は
、

元
来
は
一
冊
本
で
し
た
が
、
長

さ
の
こ
と
も
あ
っ
て『
小
さ
い

牛
追
い
』と『
牛
追
い
の
冬
』二

冊
に
分
け
て
岩
波
書
店
か
ら
刊

行
さ
れ
ま
し
た
。
主
人
公
は
、

長
男
オ
ー
ラ
、
次
男
エ
イ
ナ
ー

ル
、
長
女
イ
ン
ゲ
リ
ド
、
次
女

マ
ル
タ
の
四
人
の
子
ど
も
と
そ

の
友
達
で
す
。

　

遅
い
春
が
来
る
と
自
分
の
家

の
牛
だ
け
で
な
く
、
預
か
っ
た

牛
な
ど
の
家
畜
を
連
れ
て
放
牧

の
た
め
に
山
に
登
り
ま
す
。
待

ち
わ
び
た
牛
追
い
の
仕
事
を
、

十
歳
の
オ
ー
ラ
と
八
歳
の
エ
イ

ナ
ー
ル
は
苦
労
し
な
が
ら
も
立

派
に
や
っ
て
の
け
ま
す
。
二
人

と
も
牛
追
い
の
仕
事
を
終
え
て

も
ら
え
る
心
付
け
を
当
て
に
し

て
い
て
、
け
っ
こ
う
計
算
高
い

の
で
す
。
で
も
、
子
ど
も
に
は

そ
ん
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
よ

ね
。
勉
強
家
の
オ
ー
ラ
の
ラ
イ

バ
ル
は
遊
び
上
手
な
エ
イ
ナ
ー

ル
。
恋
す
る
オ
ー
ラ
に
と
っ
て

エ
イ
ナ
ー
ル
の
振
る
舞
い
は
気

が
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。エ
イ

ナ
ー
ル
は
何
し
ろ
そ
つ
が
あ
り

ま
せ
ん
。
加
え
て
二
人
の
妹
、

個
性
豊
か
な
友
達
と
見
逃
せ
な

い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
い
っ
ぱ
い

で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
に
は
、
冬
で
し

か
味
わ
え
な
い
楽
し
み
も
あ
り

ま
す
。
家
族
で
祝
う
ク
リ
ス
マ

ス
、
仮
装
行
列
、ス
キ
ー
で
す
。

そ
し
て
、マ
ル
タ
の
重
い
病
気

に
思
わ
ず
息
を
の
み
ま
す
。
良

い
大
人
に
囲
ま
れ
な
が
ら
成
長

す
る
子
ど
も
た
ち
。
ど
こ
に
で

も
い
そ
う
な
、
と
て
も
懐
か
し

い
子
ど
も
た
ち
で
す
。

（
館
長　

村
山　

隆
雄
）

ラ
ン
ゲ
リ
ュ
ー
ド
牧
場
の
子
ど
も
た
ち

川
並
弘
昭
記
念
図
書
館
・
聖
徳
博
物
館  

館
長
だ
よ
り

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス（
Ｃ
Ｏ

Ｖ
Ｉ
Ｄ
︱

19
）変
異
株
が
全
国

で
増
え
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

こ
の
変
異
種
に
つ
い
て
説
明
い

た
し
ま
す
。

　

私
た
ち
に
感
染
し
や
す
い
ス
パ

イ
ク・タ
ン
パ
ク
質
の
変
異
の
代

表
が
、英
国
変
異
株
で
す
。こ
の

英
国
変
異
株
に
は
ス
パ
イ
ク
・

タ
ン
パ
ク
質
に「
Ｎ
５
０
１
Ｙ
」

と
呼
ば
れ
る
変
異
が
あ
る
こ
と

が
分
か
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
ス

パ
イ
ク・
タ
ン
パ
ク
質
の
五
百
一

番
目
の
ア
ミ
ノ
酸
が
ア
ス
パ
ラ

ギ
ン（
略
号
Ｎ
）か
ら
チ
ロ
シ
ン

（
略
号
Ｙ
）に
置
き
換
わ
っ
た
と

い
う
意
味
で
す
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
に
よ

り
ま
す
と
、
英
国
変
異
株
は
、

従
来
の
ウ
イ
ル
ス
に
比
べ
て
、

感
染
力
は
一
・
三
六
倍
か
ら
一
・

七
五
倍
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
感
染
し
た
場
合
に
入
院
や

重
症
、
そ
れ
に
亡
く
な
る
リ
ス

ク
が
高
く
な
っ
て
い
る
可
能
性

が
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

同
じ「
Ｎ
５
０
１
Ｙ
」
ス
パ

イ
ク
・
タ
ン
パ
ク
質
の
変
異
を

持
っ
て
い
る
も
の
に
、
南
ア
フ

リ
カ
変
異
株
と
ブ
ラ
ジ
ル
変
異

株
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
二
つ
の

変
異
株
も
従
来
型
に
比
べ
て
、

感
染
力
が
高
い
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
別
の
変
異
株
と

し
て
、「
Ｅ
４
８
４
Ｋ
」の
変
異

を
持
つ
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
︱
19
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
変
異
株
は
、
従

来
型
に
比
べ
て
感
染
力
は
強
く

あ
り
ま
せ
ん
が
、ワ
ク
チ
ン
が

効
き
に
く
い
な
ど
私
た
ち
の
免

疫
を
弱
め
る
可
能
性
が
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
変
異

株
は
、
子
ど
も
に
も
感
染
し
や

す
い
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

換
気
、
不
織
布
マ
ス
ク
着
用
、

お
食
事
時
の
会
話
を
減
ら
す
な

ど
、
今
ま
で
皆
さ
ま
が
取
り
組

ん
で
こ
ら
れ
た
対
策
を
意
識
的

に
し
っ
か
り
行
う
よ
う
に
し
た

い
も
の
で
す
。

（
所
長　

宮
川　

三
平
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

変
異
株
に
ご
注
意
！

保
健
セ
ン
タ
ー  

所
長
だ
よ
り

+
+

前
略　

鳥
歌
い
山
笑
う
、
そ
ん

な
季
節
と
な
っ
た
四
月
初
旬
、

本
学
陸
上
競
技
部
に
三
人
の
新

入
部
員
と
一
年
間
の
リ
モ
ー
ト

授
業
で
会
う
こ
と
の
で
き
な

か
っ
た
二
年
生
一
人
が
加
わ

り
、
一
年
ぶ
り
に
活
動
が
再
開

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
初
日
の
こ

と
、
練
習
場
と
な
っ
て
い
る
江

戸
川
の
土
手
に
行
き
ま
し
た
ら
、

傍
ら
を
覆
い
つ
く
す
よ
う
に
菜

の
花
が
咲
き
乱
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
よ
風
に
揺
れ
る
菜
の
花
た

ち
が
、
ま
る
で
巷
の
コ
ロ
ナ
禍

を
察
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
、

走
っ
て
い
る
学
生
た
ち
に
音
な

き
黄
色
い
声
援
を
送
っ
て
く
れ

て
い
る
よ
う
で
し
た
。

菜
の
花
の

　
　
声
な
き
檄げ

き

に

　
　
　
　
娘こ

ら
駆
け
り

　

菜
の
花
の
花
言
葉
の
一
つ
に

「
明
朗
快
活
」が
あ
り
ま
す
。
学

生
た
ち
に
お
い
て
は
、
ま
ず
人

間
性
を
磨
き
、
こ
の
花
言
葉
が

似
合
う
す
て
き
な
女
性
に
な
っ

て
ほ
し
い
と
願
う
ば
か
り
で
す
。

人
間
性
を
磨
き「
明
朗
快
活
」で

あ
り
続
け
れ
ば
、
き
っ
と
ど
ん

な
苦
境
も
乗
り
越
え
る
こ
と
が

で
き
、競
技
生
活
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
意
義
の
あ
る
学
生
生
活

を
送
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

人
間
性
の
向
上
な
く
し
て

競
技
力
の
向
上
な
し

　

最
後
に
中
島
み
ゆ
き
さ
ん

が
作
詞
・
作
曲
し
た『
フ
ァ
イ

ト
！
』の
歌
詞
の
サ
ビ
の
部
分

を
拝
借
し
ま
し
て
、
我
が
部
員

た
ち
に
エ
ー
ル
を
贈
り
ま
す
。

♪
フ
ァ
イ
ト
！

　
闘
う
君
の
唄
を

♪
闘
わ
な
い
奴
等
が

　
笑
う
だ
ろ
う

♪
フ
ァ
イ
ト
！

　
冷
た
い
水
の
中
を

♪
ふ
る
え
な
が
ら

　
の
ぼ
っ
て
ゆ
け

　

ま
だ
ま
だ
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
り
、

完
全
な
状
態
で
の
活
動
に
は
至

り
ま
せ
ん
が
、「
な
い
も
の
ね
だ

り
」せ
ず
に
、
感
染
対
策
に
万

全
を
期
し
て
学
生
た
ち
と
共
に

一
歩
ず
つ
目
標
に
向
か
っ
て
邁

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
も

相
変
わ
り
ま
せ
ぬ
ご
指
導
、
ご

鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

学
生
た
ち
の
走そ

う
こ
う行
は
も
と
よ

り
、
こ
の
草そ

う
こ
う稿
が
皆
さ
ま
方
の

お
目
に
触
れ
る
頃
に
は
、
紫
陽

花
の
季
節
と
な
っ
て
い
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。コ
ロ
ナ
一
色

だ
っ
た
今
ま
で
の
季
節
が
、
こ

の
花
の
群
生
の
よ
う
に
彩
り
を

添
え
た
活
気
み
な
ぎ
る
季
節
に

な
っ
て
い
る
こ
と
を
祈
り
つ
つ
、

文
末
な
が
ら
皆
さ
ま
方
の
ご
健

勝
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

走そ
う

走そ
う

（
聖
徳
大
学
陸
上
競
技
部

監
督　

佐
藤　

信
春
）

監
督
の
部
屋

聖
徳
大
学
陸
上
競
技
部

◯37

在
学
生
へ
エ
ー
ル
を
お
届
け
！
シリーズ
№③

先輩発
　

私
は
、オ
リ
ジ
ン
東
秀
株
式

会
社（
本
社
調
布
市
）に
勤
務
し

て
い
ま
す
。
三
年
間
、「
オ
リ
ジ

ン
弁
当
」の
店
舗
で
店
長
と
し

て
管
理
運
営
業
務
を
担
当
し
た

後
、
令
和
元
年
六
月
よ
り
商
品

開
発
部
に
異
動
し

ま
し
た
。

　

商
品
開
発
部
で

は
、
商
品
計
画
・

市
場
調
査
・
商
品

提
案
・
店
舗
へ
の

導
入
ま
で
、
商
品

　

私
は
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら

聖
徳
大
学
に
入
学
し
、
現
在
は

管
理
栄
養
士
の
資
格
を
持
ち
な

が
ら
、
出
版
社
で
働
い
て
い
ま

す
。
卒
業
後
は
、
聖
徳
大
学
に

て
臨
床
栄
養
学
研
究
室
お
よ
び

臨
地
実
習
室
の
助
手
と
し
て
五

年
間
勤
務
し
ま
し
た
。

　

管
理
栄
養
士
が
出
版
社
で
働

く
と
い
う
と「
社
員
食
堂
か
栄

養
指
導
？
」と
思
う
方
が
多
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
場
合

も
も
ち
ろ
ん「
出
版
社
で
働
く

管
理
栄
養
士
」で
す
が
、
私
の

場
合
は
、「
編
集
部
に
所
属
す
る

管
理
栄
養
士
」で
、
ま
さ
に
書

籍
を
制
作
し
て
い
ま
す
。
扱
う

書
籍
は
、
在
学
生
の
皆
さ
ま
も

深
く
関
わ
る「
栄
養
学
の
教
科

に
関
わ
る
業
務
を
担
当
し

ま
す
。
他
の
食
品
会
社
で

は
、
市
場
調
査
に
特
化
し

た
部
署
も
あ
る
よ
う
で
す

が
、弊
社
で
は
す
べ
て
一
貫

し
て
行
い
ま
す
。

　

新
商
品
を
作
る

際
、
方
向
が
固
ま
っ
た

ら
試
作
を
し
ま
す
。
自

分
で
再
現
で
き
な
い
場

合
は
食
品
メ
ー
カ
ー
と

相
談
し
な
が
ら
、
試
作

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

書
」な
ど
で
す
。

　

仕
事
内
容
は
、

ほ
ぼ
デ
ス
ク
ワ
ー

ク
で
、
文
章
の
編

集
、
校
正
・
校
閲
、

図
の
書
き
直
し
、

レ
イ
ア
ウ
ト
決
め
、

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
こ
ま

で
聞
い
て
も
、ど
こ
で
管
理
栄
養

士
の
資
格
が
生
か
さ
れ
る
か
疑

問
に
思
わ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

原
稿
は
、
大
学

教
員
や
現
場
で
働

く
管
理
栄
養
士
が

執
筆
す
る
ケ
ー
ス

が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

専
門
的
な
内
容
ば

か
り
の
た
め
、そ
こ

で
管
理
栄
養
士
と

し
て
の
知
識
が
役
立
ち
ま
す
。実

際
に
学
ん
で
き
た
か
ら
こ
そ
、専

門
用
語
や
重
要
箇
所
を
ス
ム
ー

ズ
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
教
科
書
の
制

作
に
は
困
難
も
伴

い
ま
す
が
、
利
用

者
の
立
場
に
立
っ

て
、
必
要
な
知
識

を
分
か
り
や
す
く

表
現
で
き
る
よ
う
、

日
々
勉
強
し
て
い
ま
す
。

　

自
ら
望
ん
で
選
ん
だ
道
で
も
、

時
に
は「
こ
ん
な
は
ず
じ
ゃ
な

か
っ
た
」と
思
う
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
れ
を
乗
り

越
え
た
時
、
大
き
な
喜

び
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

ど
の
よ
う
な
経
験
で
も

無
駄
な
こ
と
は
一
つ
も

あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
も

努
力
を
怠
ら
ず
頑
張
り

ま
す
。

原
価
を
計
算
し
、
商
品
が
決
ま

り
次
第
、
会
議
に
提
案
し
ま
す
。

　

毎
年
、
新
し
い
商
品
が
市
場

に
出
回
る
た
め
、
流
行
に
合
わ

せ
て
商
品
を
開
発
し
な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
。
食
品
メ
ー
カ
ー

と
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
、
開

発
を
進
め
る
こ
と
も
多
々
あ
り

ま
す
。

　

商
品
開
発
部
は
、
書
類
の
締

切
や
他
部
署
と
の
連
携
が
多
く

発
生
し
ま
す
。
一
日
に
行
う
業

務
を
計
画
的

に
進
め
て
い

く
必
要
が
あ

り
、
商
品
開

発
だ
け
で
な

く
仕
事
の
進

捗
管
理
も
身

に
付
い
て
い
き
ま
す
。
お
客
さ

ま
に「
お
い
し
い
」「
ま
た
食
べ

た
い
」と
リ
ピ
ー
ト
し
て
い
た

だ
け
る
商
品
を
作
れ
る
よ
う
、

今
後
も
勉
強
し
て
い
き
ま
す
。

（
令
和
二
年
三
月
現
在
）

聖
徳
大
学
・
聖
徳
大
学
短
期
大
学
部
に
は
、
充
実
し
た
学
生

生
活
を
送
り
な
が
ら
勉
学
に
励
み
、
夢
を
叶
え
た
た
く
さ
ん
の

先
輩
が
い
ま
す
。
そ
ん
な
先
輩
た
ち
の
声
を
お
届
け
し
ま
す
。

商
品
開
発
部
の
管
理
栄
養
士

●

若
山
美
紅
さ
ん
（
オ
リ
ジ
ン
東
秀
株
式
会
社
に
勤
務
・

平
成
二
十
八
年
人
間
栄
養
学
部
卒
業
）

出
版
社
で
働
く
管
理
栄
養
士

●

齋
藤
明
子
さ
ん
（
出
版
社
勤
務
・

平
成
二
十
三
年
人
間
栄
養
学
部
卒
業
）
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●
取
引
業
者
関
係

五
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　

有
限
会
社

　

セ
イ
ワ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン　

様

（
一
六
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　

株
式
会
社
ク
レ
イ
グ
・

　
　
　
　
　

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

　

代
表
取
締
役　

小
河　

光
生　

様

●
法
人
役
員
関
係

四
〇
、〇
〇
〇
円

　

川
並　

弘
純

様

（
二
、〇
六
〇
、〇
〇
〇
円
）

●
大
学
後
援
会
関
係

二
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　

星
野　

伸
之

様

（
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

●
香
和
会
関
係

五
〇
、〇
〇
〇
円

　

聖
徳
大
学
香
和
会　

様

（
二
一
、三
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

●
附
属
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

　
︵
現
光
英
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｓ
中
学
校
・

高
等
学
校
︶関
係

一
二
、一
七
九
、九
七
〇
円

　

聖
徳
大
学
附
属
女
子
中
学
校
・

　
　
　
　
　

高
等
学
校
後
援
会　

様

●
教
職
員
関
係

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　

神
谷　

明
宏

様

三
〇
、〇
〇
〇
円

　

山
本　

真
理
子
様

（
一
二
〇
、〇
〇
〇
円
）

「
聖
徳
教
育
学
術
振
興
募
金
」
寄
付
者
芳
名
一
覧

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

九
、〇
〇
〇
円

　

太
田　

有
希

様
（
二
七
、〇
〇
〇
円
）

三
、〇
〇
〇
円

　

金
子　

清
美

様
（
七
五
、〇
〇
〇
円
）

　

上
坂　

真
奈
美
様

（
四
三
、〇
〇
〇
円
）

　

小
林　

真
樹
子
様

（
三
四
、〇
〇
〇
円
）

　

南
地　

礼
智

様（
八
、〇
〇
〇
円
）

︵
三
二
、〇
〇
〇
円
︶

匿
名
希
望
者
合
計

●

合
計

一
六
件

一
七
、七
五
二
、九
七
〇
円

●

累
計

四
六
七
件
九
一
、〇
五
七
、〇
一
一
円

● お申し込み・お問い合わせ先 ●

東京聖徳学園 募金課  TEL．０４７-３６５-１１１１（代）
ホームページアドレス https ://seitoku-u.ac.jp/donation/

聖徳 募金 検 索 ▲

（注）公開をご希望されない方については、 掲載しておりません。
　　令和3年4月末までに寄付が特定できました方を掲載いたします。
（なお、お振込の照会に時間がかかり、掲載が遅れる場合がございます。

その際には、次号にてご報告いたします。）

●
香
和
会
関
係

七
〇
、〇
〇
〇
円

　

聖
徳
大
学
香
和
会

様

（
三
〇
、八
七
〇
、〇
〇
〇
円
）

●
教
職
員
関
係

三
、〇
〇
〇
円

　

山
本
真
理
子  

様（
七
、〇
〇
〇
円
）

「
聖
徳
大
学
香
和
会
五
十
周
年
記
念
奨
学
基
金
」

寄
付
者
芳
名
一
覧

●

合
計

二
件

七
三
、〇
〇
〇
円

●

累
計

三
六
件

三
四
、九
二
三
、五
〇
〇
円

　

聖
徳
学
園
で
は
、幅
広
く
展

開
さ
れ
る
教
育
活
動
を
推
進
す

る
た
め
の
募
金
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

●
聖
徳
教
育
学
術
振
興
募
金

　

本
学
の
教
育
・
研
究
活
動
を

多
岐
に
わ
た
り
ご
支
援
い
た
だ

く
募
金
で
す
。「
和
」の
精
神
を

建
学
の
理
念
と
し
、創
立
以
来

よ
り
続
く
思
い
や
り
や
慎
み
、い

た
わ
り
や
優
し
さ
、協
調
性
と

い
っ
た「
心
」の
育
成
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
た
め
、四
つ
の
目
的
を

設
け
活
動
し
て
い
ま
す
。

︿
目
的
﹀

教
育
研
究
施
設
・

　
　
　
　
整
備
等
の
充
実

教
育
研
究
活
動
へ
の
支
援

社
会
連
携
活
動
へ
の
支
援

奨
学
金
制
度
の
充
実

◎
昨
年
に
引
き
続
き
、「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
」

へ
の
ご
支
援
も
聖
徳
教
育
学
術

募
金
に
て
受
付
を
し
て
い
ま
す
。

●
聖
徳
大
学
香
和
会

五
十
周
年
記
念
奨
学
基
金

　

香
和
会（
大
学
院
・
大
学
・
短

期
大
学
部
の
通
学
課
程
の
同
窓

会
）の
皆
さ
ま
を
中
心
に
ご
協

力
い
た
だ
い
て
い
る
奨
学
基
金

で
、香
和
会
特
待
制
度
の
原
資

と
な
り
ま
す
。
香
和
会
特
待
制

度
は
、会
員
の
子
女
や
お
孫
さ

ん
、ま
た
会
員
ご
本
人
が
本
学

の
大
学
院
・
大
学
・
短
期
大
学
部

へ
の
入
学
を
希
望
す
る
場
合
に
、

入
学
金
の
一
部
が
免
除
さ
れ
る

制
度
で
す
。

　

令
和
三
年
度
は
、大
学
生
二

名
、大
学
院
生
一
名
の
進
学
支

援
に
役
立
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

ど
ち
ら
の
募
金
も
、随
時
受

付
を
し
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
お
電
話
よ
り
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ま
の
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

募
金
活
動
の
ご
案
内

募
金
だ
よ
り

　

四
月
十
日（
土
）に
、「
第
十
二
回

聖
徳
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
デ
イ
」を

実
施
し
ま
し
た
。
今
年
で
十
二
回

目
を
迎
え
る
こ
の
行
事
は
、「
聖
徳

教
育
Ⅰ
」の
一
つ
と
し
て
行
わ
れ
、

新
入
生
と
上
級
生
が
親
睦
を
深
め

る
だ
け
で
な
く
、
卒
業
ま
で
の
学

習
の
見
通
し
を
持
つ
こ
と
で
、
学

び
の
意
欲
を
高
め
、
目
指
す
保
育

者
像
を
持
て
る
よ
う
に
な
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
予
防
対

策
と
し
て
開
会
式
は
、
第
１
部
二

年
生
の
司
会
進
行
に
よ
る
放
送
で

の
実
施
に
な
り
ま
し
た
。
川
並
順

校
長
は
、
本
校
で
学
生
生
活
を
送

る
上
で
の
ア
ド
バ
イ
ス
の
他
、
履

修
科
目
の
内
容
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
理
解
し
て
自
己
の
学
習
の
成
果

と
課
題
を
整
理
す
る
こ
と
の
大
切

さ
な
ど
を
話
し
ま
し
た
。

　

前
半
は
、
新
入
生
と
上
級
生
に

分
か
れ
別
々
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実

施
し
ま
し
た
。
新
入
生
は
、
情
報

教
室
に
て「
学
習
シ
ー
ト
の
活
用
」

と「
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
受
講
法
」

を
受
け
ま
し
た
。
学
習
シ
ー
ト
の

活
用
法
で
は
、
授
業
科
目
や
学
校

行
事
を
知
り
、
視
覚
的
に
学
び
の

過
程
を
理
解
し
ま
し
た
。オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
の
受
講
法
で
は
、
遠
隔

授
業
を
万
全
な
体
制
で
受
講
で
き

る
よ
う
、パ
ス
ワ
ー
ド
設
定
、
課

題
の
確
認
・
提
出
方
法
、
ト
ラ
ブ

ル
対
応
な
ど
、
Ｍ
ｏ
ｏ
ｄ
ｌ
ｅ
編
と

Ｔｅａ
ｍ
ｓ
編
で
の
使
用
法
を
学
び

ま
し
た
。

　

上
級
生
は
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

の
受
講
法
」と「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」

を
行
い
ま
し
た
。オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
の
受
講
法
で
は
、
前
年
度
の

Ｍ
ｏ
ｏ
ｄ
ｌ
ｅ
編
の
復
習
と
、
新
た

に
ス
マ
ホ
を
使
用
し
た
Ｔｅａ
ｍ
ｓ

活
用
法
を
学
び
ま
し
た
。
そ
の
後
、

キ
ャ
リ
ア
教
育「
在
校
生
の
た
め

の
キ
ャ
リ
ア
支
援
」を
テ
ー
マ
に
、

卒
業
生（
社
会
人
五
年
目
）に
よ
る

座
談
会
を
行
い
ま
し
た
。
千
代
田

区
こ
ど
も
園
教
諭
と
台
東
区
保
育

園
保
育
士
の
講
師
二
名
に
よ
る
進

路
座
談
会
や
質
疑
応
答
を
通
し
て
、

現
場
の
イ
メ
ー
ジ
を
豊
か
に
し
、

就
職
ま
で
の
道
の
り
や
保
育
の
魅

力
、
や
り
が
い
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
ま
し
た
。

　

後
半
は
、第
１
部
生（
一
、二
年
）

グ
ル
ー
プ
、
第
２
部
生（
一
、二
、三

年
）グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
異
学

年
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。
上
級

生
に
よ
る
ミ
ニ
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー

ト
で
は
、『
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
マ
ー

チ
』『
さ
ん
ぽ
』等
、
子
ど
も
た
ち

を
保
育
し
な
が
ら
弾
き
歌
い
が
で

き
る
曲
が
披
露
さ
れ
、
学
生
た
ち

の
笑
顔
が
溢
れ

る
楽
し
い
会
と

な
り
ま
し
た
。

終
了
後
の
ア
ン

ケ
ー
ト
に
は

「
と
て
も
刺
激

を
受
け
ま
し
た
。

現
場
で
子
ど
も

た
ち
の
前
で
弾

け
る
よ
う
に
、

ま
た
来
年
は
私

も
新
入
生
の
前

で
披
露
で
き
る

よ
う
も
っ
と
練

習
し
ま
す
」
と

新
入
生
か
ら
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

上
級
生
の
熱
心
に
取
り
組
む
姿
か

ら「
卒
業
時
の
自
分
像
」を
思
い
描

く
こ
と
で
、
今
後
の
学
習
へ
の
意

欲
が
高
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

　

最
後
に
全
学
年
で
避
難
訓
練
を

実
施
し
、
避
難
経
路
を
確
認
し
ま

し
た
。
そ
の
後
ク
ラ
ス
役
員
の
任

命
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
上
級

生
に
と
っ
て
は
、
積
極

的
に
企
画
・
実
行
し
、

大
変
さ
や
楽
し
さ
を
知

る
貴
重
な
経
験
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
委
員

の
学
生
は
、
新
入
生
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
か

ら
入
学
式
、
聖
徳
フ
レ

ン
ド
シ
ッ
プ
デ
イ
ま
で

の
期
間
中
、
新
入
生
の

サ
ポ
ー
ト
に
徹
し
、
委

員
解
散
式
で
は
充
実
感

で
い
っ
ぱ
い
の
素
敵
な

笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

聖
徳
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
デ
イ

幼
児
教
育
専
門
学
校

幼
児
教
育
専
門
学
校

　

天
候
に
恵
ま
れ
た
四
月
九
日（
金
）

午
前
十
時
よ
り
、
男
子
三
十
八
名
、

女
子
六
十
四
名
、
計
百
二
名
を
新

入
生
と
し
て
迎
え
、光
英
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｉ

Ｔ
Ａ
Ｓ
中
学
校
の
記
念
す
べ
き
第

一
回
入
学
式
を
挙
行
し
ま
し
た
。

開
花
の
早
か
っ
た
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ

は
す
で
に
葉
桜
と
な
っ
た
姿
で
新

入
生
を
歓
迎
し
、
正
門
脇
の
八
重

　

中
学
校
入
学
式
が
行
わ
れ
た
四

月
九
日（
金
）の
同
日
午
後
一
時
半
、

光
英
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｓ
高
等
学
校

の
第
一
回
目
と
な
る
入
学
式
を
挙

行
し
ま
し
た
。
男
子
四
十
六
名
、

女
子
八
十
五
名
の
計
百
三
十
一
名

の
新
入
生
が
一
堂
に
会
し
ま
し
た
。

　

担
任
教
員
よ
り
名
前
を
呼
ば
れ

た
新
入
生
は
、
元
気
良
く
返
事
を

し
、
そ
の
後
、
川
並
芳
純
校
長
よ

り
入
学
を
許
可
さ
れ
ま
し
た
。
学

園
長
告
辞
、
校
長
式
辞
に
続
き
、

来
賓
の
方
か
ら
お
祝
い
の
言
葉
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。新
入
生
に
と
っ

て
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
光
英
Ｖ
Ｅ

Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｓ
高
等
学
校
で
の
新
生

活
の
励
み
と
な
り
ま
し
た
。
初
め

て
出
会
う
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
、
担
任

教
員
や
学
年
担
当
教
員
へ
の
不
安

は
、ホ
ー
ム
ル
ー
ム
な
ど
を
通
し

て
解
消
さ
れ
て
い
っ
た
よ
う
で
し

た
。
翌
日
よ
り
本
格
的
に
ス
タ
ー

桜
は
、
入
学
式
を
待
っ
て
い
た
か

の
よ
う
に
満
開
に
咲
い
て
い
ま
し

た
。

　

川
並
芳
純
校
長
に
よ
る
開
校
宣

言
か
ら
始
ま
っ
た
式
は
、
川
並
弘

純
学
園
長
の
告
辞
、
校
長
式
辞
、

小
川
一
後
援
会
会
長
の
祝
辞
と
続

き
ま
し
た
。
代
表
生
徒
に
よ
る
宣

誓
で
は
、
第
一
期
生
と
し
て
入
学

で
き
る
こ
と
の
喜
び
と
、

新
し
く
始
ま
る
中
学
校

で
の
探
究
の
学
び
に
対

す
る
期
待
を「
光
り
輝
く

人
に
な
り
た
い
」と
い
う

言
葉
で
表
現
し
ま
し
た
。

そ
し
て
最
後
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
の
影
響
に
よ
り
、
校

歌“
静
聴
”で
幕
が
降
り
ま

ト
す
る
学
校
生
活
に
期
待
を
膨
ら

ま
せ
な
が
ら
校
門
を
後
に
し
ま
し

た
。

　

光
英
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｓ
高
等

学
校
第
一
期
生
の
学
年
目
標
は
、

で
す
。
自

分
の
未
来
を
創
造
し
て
い
く
光
英

Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｓ
生
に
育
つ
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

し
た
。
入
学
式
に
向
け
て
校
歌
の

練
習
を
し
て
き
た
新
入
生
に
と
っ

て
は
、
歌
う
機
会
が
な
く
残
念
な

気
持
ち
も
あ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

式
典
終
了
後
に
は
、
在
校
生
が

企
画
し
た
歓
迎
の
ク
イ
ズ
大
会
が

行
わ
れ
、
式
の
緊
張
か
ら
解
き
放

た
れ
た
新
入
生
の
笑
顔
が
見
ら
れ

ま
し
た
。

　

校
長
式
辞
で
述
べ
ら
れ
た
五
つ

の
合
言
葉「
生
徒
の
、
生
徒
に
よ

る
、
生
徒
の
た
め
の
学
校
」「
挨
拶

は
心
を
開
く
魔
法
の
言
葉
」「
心
は

一
人
で
は
磨
け
な
い
」「
形
に
残
る

学
習
を
し
よ
う
」「
汗
し
て
体
を
鍛

え
ま
す
」を
胸
に
刻
み
、
本
校
で

は
光
英
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｓ
流
の

「
問
い
を
持
つ
学
び
」を
実
践
し
て

い
き
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て「
地
球
を
守

る
自
覚
と
実
践
力
を
持
つ
次
世
代

リ
ー
ダ
ー
」と
し
て
成
長
し
て
い

く
、
第
一
期
生
の
今
後
に
大
き
な

期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

中
学
校　

第
一
回
入
学
式

高
等
学
校　

第
一
回
入
学
式

光
英
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｓ
中
学
校
・
高
等
学
校

光
英
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｓ
中
学
校
・
高
等
学
校

“
M

ake the future”
司会進行は放送で

式辞を述べる川並芳純校長
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附

属

小

学

校

附

属

小

学

校

　

本
校
で
は
毎
年
、
全
校
で
集

ま
り
誕
生
月
の
子
を
お
祝
い
す

る「
〇
月
生
ま
れ
の
誕
生
日
集

会
」を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
昨

年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
の
た
め
に
集
会
を

行
う
こ
と
が
で
き
ず
、
中
止
に

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度

は
集
会
お
よ
び
図
書
委
員
会
の

活
動
と
し
て
新
し
い
形
式
の
誕

生
日
集
会
を
実
施
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　

一
つ
目
は
、
誕
生
月
の
子
ど

も
た
ち
の
名
前
を
紹
介
す
る
掲

示
物
の
作
成
で
す
。
全
校
の
前

で
名
前
を
呼
ん
で
紹
介
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
た
め
、
毎
月
、

そ
の
月
に
誕
生
日
を
迎
え
る
児

童
の
名
前
を
一
人
ひ
と
り
手
書

き
し
て
掲
示
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
初
め
て
の
作
業
な
の
で
、

「
先
生
、
こ
れ
で
合
っ
て
い
ま
す

か
」と
、
名
前
を
確
認
し
な
が

ら
丁
寧
に
書
い
て
い
ま
し
た
。

　

二
つ
目
は
、
各
学
年
の
誕
生

月
の
代
表
一
名
に
生
ま
れ
た
時

の
話
や
名
前
の
由
来
、
小
さ
い

頃
の
話
な
ど
を
話
し
て
も
ら
い
、

動
画
に
ま
と
め
て
各
ク
ラ
ス
で

視
聴
す
る
取
り
組
み
で
す
。
全

校
児
童
の
前
で
発
表
す
る
と
き

と
は
ま
た
違
っ
た
緊
張
感
の
中
、

カ
メ
ラ
の
前
で
作
文
を
読
ん
で

い
ま
し
た
。
三
年
生
は
昨
年
度
、

道
徳
で「
い
の
ち
」に
つ
い
て
学

習
し
て
い
た
た
め
、「
生
ん
で
く

れ
て
あ
り
が
と
う
」「
育
て
て
く

れ
て
あ
り
が
と
う
」の
言
葉
に

は
心
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

ク
ラ
ス
で
は
一
人
ひ
と
り
の
発

表
ご
と
に
拍
手
が
お
き
、「
お
め

で
と
う
」の
声
が
上
が
り
ま
し

た
。

　

今
後
も
誕
生
日
集
会
を
通
し

て
生
ま
れ
て
き
た
喜
び
を
感
じ
、

お
互
い
に
誕
生
日
を
祝
い
合
え

る
児
童
を
育
て
て
い
き
ま
す
。

　

新
年
度
が
始
ま
り
、
新
し
く

聖
徳
小
の
仲
間
に
加
わ
っ
た
一

年
生
を
歓
迎
す
る
た
め
に
、
四

月
十
五
日（
木
）に「
一
年
生
を

迎
え
る
集
会
」を
行
い
ま
し
た
。

例
年
で
あ
れ
ば
、
体
育
館
に
全

校
児
童
が
集
ま
り
行
っ
て
い
た

の
で
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
予
防
で
密
を
避
け

る
た
め
に
一
年
生
と
六
年
生
の

み
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

一
年
生
を
歓
迎
す
る
た
め
に

六
年
生
は「
び
っ
く
り
シ
ン
フ
ォ

ニ
ー
」と
い
う
曲
を
鍵
盤
ハ
ー
モ

ニ
カ
で
練
習
し
て
き
ま
し
た
。演

奏
は
静
か
な
様
子
で
始
ま
り
ま

す
が
、
途
中
で
大
き
な
音
を
鳴

ら
す
の
で
一
年
生
は
曲
名
通
り

「
び
っ
く
り
」し
て
い
ま
し
た
。こ

の
曲
の
お
か
げ
も
あ
り
、
初
め

は
緊
張
で
硬
か
っ
た
一
年
生
の

表
情
は
笑
顔
に
変
わ
り
ま
し
た
。 　

そ
の
後「
明
和
班
顔
合
わ
せ
」

を
行
い
ま
し
た
。
明
和
班
は
本

校
の
特
色
の
一
つ
で
、
一
年
生

か
ら
六
年
生
ま
で
の
異
な
る
学

年
の
児
童
に
よ
っ
て
組
ま
れ
た

班
の
こ
と
で
す
。
六
年
生
は
班

長
と
な
り
、
下
級
生
の
お
世
話

を
し
ま
す
。
明
る
い
表
情
の
一

年
生
と
は
対
照
的
に
、
初
め
て

の
顔
合
わ
せ
が
う
ま
く
進
行
で

き
る
か
と
班
長
た
ち
は
不
安
の

表
情
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

　

班
長
た
ち
は
こ
の
日
に
向
け
、

自
己
紹
介
の
流
れ
や
交
流
活
動

の
内
容
な
ど
丁
寧
に
計
画
を
立

て
て
き
ま
し
た
。
ま
ず
自
己
紹

介
を
行
い
、
そ
の
後
班

長
が
考
え
て
き
た
ゲ
ー

ム
な
ど
で
交
流
し
て
い
っ

た
と
こ
ろ
、
徐
々
に
打

ち
解
け
て
い
き
ま
し
た
。

顔
合
わ
せ
が
終
わ
る
頃

に
は
全
員
が
明
る
い
表

情
に
変
わ
っ
て
い
ま
し

た
。

　

こ
の
よ
う
に
幸
先
の

良
い
新
年
度
の
ス
タ
ー

ト
を
切
る
こ
と
が
で
き
、

み
ん
な
が
学
校
生
活
に

期
待
を
膨
ら
ま
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

新
し
い
学
校
生
活
様
式
に
合
わ
せ
た

「
誕
生
日
集
会
」を
実
施

新
一
年
生
を
迎
え
て
の
集
会

取
手
聖
徳
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

取
手
聖
徳
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

　

四
月
十
一
日（
日
）、
高
等
学

校
の
第
三
十
九
回
入
学
式
を
挙

行
し
、
六
十
九
名
の
新
入
生
が

入
学
し
ま
し
た
。

　

昨
年
は
見
送
ら
れ
た
吹
奏
楽

部
定
期
演
奏
会
を
、三
月
二
十
六

日（
金
）に
牛
久
市
中
央
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
文
化
ホ
ー
ル
で
二

年
ぶ
り
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

参
加
メ
ン
バ
ー
は
、
三
月
の

卒
業
生
と
現
役
部
員
、
四
月
か

ら
の
新
入
生
、

さ
ら
に
昨
年
の

中
止
で
涙
を
の

ん
だ
令
和
元
年

度
卒
業
生（
現

大
学
二
年
生
）

が
加
わ
り
ま
し

た
。
幅
広
い
学

年
が
そ
ろ
う
総

勢
七
十
九
名
に

よ
る
開
演
と
な

り
ま
し
た
。

　

三
部
構
成
か

ら
な
る
演
奏
会

で
は
、ク
ラ
シ
ッ

ク
か
ら
国
民
的

ア
ニ
メ
作
品
の
挿

入
歌
メ
ド
レ
ー

に
至
る
ま
で
、

多
彩
な
ジ
ャ
ン

ル
か
ら
十
三
曲
を
披
露
し
ま
し

た
。
第
二
部
で
は
照
明
を
落
と

し
た
客
席
か
ら
観
客
が
蛍
光
ペ

ン
ラ
イ
ト
を
振
り
続
け
る
中
、

『
見
上
げ
て
ご
ら
ん
夜
の
星
を
』

を
演
奏
す
る
の
が
恒
例
で
し
た

が
、
今
年
は
こ
の
曲
目
を『W

e 
are the w

orld

』に
変
更
し
ま

し
た
。
観
客
と
ス
テ
ー
ジ
が
一

体
と
な
っ
て
全
世
界
の
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
拡
大
の
終
息
を
願
う

一
曲
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
初
の
試
み
と
し
て
演

奏
会
の
模
様
を
ラ
イ
ブ
配
信
し

ま
し
た
。
入
場
者
数
制
限
に
よ

り
来
場
で
き
な
か
っ
た
方
も
迫

力
あ
る
演
奏
と
軽
妙
な
ト
ー
ク

を
楽
し
め
る
よ
う
工
夫
を
凝
ら

し
ま
し
た
。

　

終
盤
に
卒
業
生
部
員
の
名
を

顧
問
の
高
橋
友
子
講
師
が
読
み

上
げ
る
場
面
で
は
、「
昨
年
大
阪

に
帰
っ
て
大
学
生
と
な
っ
た
一

人
が
今
日
こ
こ
に
戻
っ
て
来
ら

れ
な
か
っ
た
の
が
心
残
り
」と

し
な
が
ら
、
令
和
二
年
度
卒
業

生
八
人
を
呼
名
し
、
感
極
ま
っ

た
卒
業
生
の
返
事
が
会
場
内

に
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
苦
難
を
乗
り
越

え
て
実
現
し
た
今
年
の
演
奏
会

は
、
大
き
な
拍
手
に
包
ま
れ
て

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

 

新
型
コ
ロ
ナ
で
春
の
行
事
を

断
念
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
昨

年
と
は
異
な
り
、
今
年
度
は
万

全
の
感
染
予
防
対
策
の
も
と
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

学
級
担
任
三
名
に
よ
る
生
徒
の

呼
名
、
川
並
弘
純
学
園
長
、
川

並
芳
純
統
括
校
長
、
湯
澤
義
文

校
長
の
式
辞
、
文
道
貴
徳
後
援

会
長
の
祝
辞
、
生
徒
宣
誓
、
校

章
授
与
な
ど
、
式
典
と
し
て
の

場
面
が
二
年
ぶ
り
に
復
活
し
ま

し
た
。
緊
張
し
た
面
持
ち
で
着

座
す
る
新
入
生
と
保
護
者
の
姿

に
、
教
職
員
一
同
、
こ
れ
以
上

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
及
ば
な

い
よ
う
願
い
な
が
ら
迎
え
る
日

と
な
り
ま
し
た
。

　

新
入
生
代
表
の
伊
藤
真
愛
さ

ん
の
宣
誓
は
、
高
校
生
活
へ
の

期
待
と
意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
一
部
を
紹
介
し

ま
す
。

…
＊
…
＊
…

　

私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
の
三
年

間
、「
和
の
精
神
」と
い
う
建
学

の
理
念
の
も
と
、
小
笠
原
流
礼

法
や
、
特
別
な
教
育
課
程「
女

性
キ
ャ
リ
ア
」の
授
業
で
の
学

び
を
通
し
て
、
相
手
を
大
切
に

思
う
気
持
ち
や
社
会
で
活
躍
す

る
力
を
身
に
付
け
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
諸
先

輩
方
の
背
中
を
見
て
多
く
の
こ

と
を
学
び
、
新
し
い
仲
間
と
協

力
し
、
互
い
の
個
性
を
大
切
に

支
え
合
い
な
が
ら
、
勉
強
や
部

活
動
に
励
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

諸
先
輩
方
の
築
い
て
こ
ら
れ
た

伝
統
を
よ
り
良
い
も
の
へ
と
進

化
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
誓
い
ま

す
。　
　
　
　
（
伊
藤　

真
愛
）

…
＊
…
＊
…

　

新
入
生
た
ち
は
、
本
校
生
徒

の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を
持
つ

こ
と
が
で
き
る
一
日
と
な
り
ま

し
た
。

高
等
学
校　

第
三
十
九
回 

入
学
式

吹
奏
楽
部　
第
三
十
二
回　

定
期
演
奏
会

今年度の明和班が始まったよ

●
●
●
●

●

幼
稚
園
短
信

幼
稚
園
短
信

●聖
徳
大
学
三
田
幼
稚
園

　

入
園
式
翌
日
よ
り
年
少
組
が

全
員
登
園
し
て
く
る「
新
入
園

児
登
園
」を
毎
年
行
っ
て
い
ま

し
た
が
、
今
年
は
集
団
に
よ
る

密
を
避
け
る
た
め
分
散
登
園
に

な
り
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
年
少
組
の
教
員
だ

け
で
な
く
、
四
月
に
着
任
し
た

近
内
愛
子
園
長
や
、
年
長
・
年

中
組
の
担
任
教
員
も
一
緒
に
、

上
履
き
へ
の
履
き
替
え
・
所
持

品
の
始
末
の
仕
方
・
ト
イ
レ
の

使
い
方
を
中
心
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
翌
日
か
ら
は
幼
稚
園
探

検
や
滑
り
台
な
ど
の
外
遊
び
、

ボ
ー
ル
遊
び
等
楽
し
い
こ
と
が

い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
し
た
。

　

全
園
児
登
園
の
日
、
年
少
組

は
お
兄
さ
ん
や
お
姉
さ
ん
が
楽

し
く
遊
ん
で
い
る
の
を
真
似
し

て
み
た
り
、
し
ゃ
ぼ
ん
玉
を
飛

ば
し
た
り
、教
員
が
大
き
な
し
ゃ

ぼ
ん
玉
を
作
っ
て
見
せ
る
と

「
わ
ー
、
大
き
く
な
っ
た
」「
お

空
ま
で
飛
ん
で
い
く
か
な
ぁ
」

と
楽
し
そ
う
に
話
し
て
い
ま
し

た
。
他
に
も
砂
場
で
は
だ
し
に

な
っ
て
遊
ぶ
な
ど
、
毎
日
楽
し

く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

最
初
は
泣
い
て
登
園
し
て
い

た
子
ど
も
も
、
泣
い
て
い
る
時

間
が
日
に
日
に
短
く
な
り
、
子

ど
も
た
ち
は
す
ぐ
に
な
じ
ん
で

い
き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
幼
稚

園
が
楽
し
い
場
所
と
思
え
る
よ

う
、
た
く
さ
ん
の
遊
び
を
通
し

て
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

楽
し
い
幼
稚
園

しゃぼん玉上手にとばせたよ
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令
和
三
年
度
の
幼
稚
園
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
新
入
園
児
に
と
っ

て
は
、
初
め
て
の
幼
稚
園
で
す
。

登
園
す
る
際「
い
っ
て
き
ま
す
」と

笑
顔
で
保
護
者
に
手
を
振
る
園
児

や
、泣
き
な
が
ら
も
自
分
の
靴
を

一
所
懸
命
に
脱
ぐ
園
児
と
さ
ま
ざ

ま
で
す
。
進
級
園
児
は
学
年
が
上

が
り
期
待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
元
気

に
保
育
室
に
向
か
い
ま
す
。

　

四
月
十
三
日（
火
）、全
園
児
が

揃
い
に
ぎ
や
か
な
幼
稚
園
に
戻
り

ま
し
た
。
本
来
で
あ
れ
ば
全
園
児

が
集
ま
っ
て「
み
ん
な
が
聖
徳
幼

稚
園
の
お
友
達
」と
顔
合
わ
せ
を

し
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、現
在
は

園
児
た
ち
の
健
康
を
守
る
こ
と
が

最
優
先
で
す
。
今
年
度
は
年
長
児

松
組
が
年
下
の
学
年
の
ク
ラ
ス
を

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
周
り
、手
遊
び

『
ト
ン
ト
ン
ト
ン
ト
ン
ア
ン
パ
ン

マ
ン
』『
む
す
ん
で
ひ
ら
い
て
』『
こ
ぶ

た
ぬ
き
つ
ね
こ
』を
披
露
し
ま
し

た
。
満
三
歳
児
パ
ン
ダ
組
の
前
で

松
組
が「
最
初
は
ア
ン
パ
ン
マ
ン

で
す
。こ
う
や
り
ま
す
」と
頬
に
手

を
つ
け
て
見
本
を
示
し
、次
々
と

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
紹
介
し
ま
し
た
。

手
遊
び
を
始
め
る
時
は「
せ
ー
の
」

と
松
組
が
自
ら
先
導
を
切
り
、リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
様
子
は

頼
も
し
い
限
り
で
し
た
。
パ
ン
ダ

組
で
は
初
め
泣
い
て
い
た
園
児
も

い
ま
し
た
が
、お
兄
さ
ん
や
お
姉

さ
ん
と
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
、

笑
顔
を
取
り
戻
し
ま
し
た
。

　

二
、三
年
前
の
四
月
当
時
、逆
の

立
場
に
い
た
の
は
今
の
松
組
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、新
入
園
児
を
前
に

し
な
が
ら
も
堂
々
と
し
た
姿
は
、

幼
稚
園
で
過
ご
し
た
月
日
、経
験
、

成
長
の
表
れ
で
す
。
今
年
度
も
新

型
コ
ロ
ナ
の
感
染
予
防
に
努
め
な

が
ら
、園
児
一
人
ひ
と
り
に
合
わ

せ
た
教
育
や
、よ
り
良
い
育
ち
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

聖
徳
大
学
多
摩
幼
稚
園

聖
徳
大
学
附
属
第
二
幼
稚
園

　

本
園
で
は
四
月
十
六
日（
金
）

か
ら
給
食
が
始
ま
り
ま
し
た
。

給
食
は
専
任
の
栄
養
士
が
園
児

た
ち
の
成
長
を
第
一
に
考
え
、

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
献
立
を

考
え
て
調
理
し
ま
す
。
自
園
で

調
理
す
る
幼
稚
園
が
少
な
い
中
、

温
か
い
給
食
を
食
べ
ら
れ
る
の

は
本
園
の
魅
力
の
一
つ
で
す
。

子
ど
も
た
ち
が
楽
し
く
食
べ
ら

れ
る
よ
う
日
々
工
夫
を
凝
ら
し

て
い
ま
す
。

　

進
級
し
た
松
組
、
梅
組
、
桜

組
は「
今
日
の
給
食
は
何
か
な
」

と
楽
し
み
に
し
な
が
ら
友
達
と

話
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
新
入

園
児
は
初
め
て
の
給
食
に
目
を

輝
か
せ
ま
し
た
。「
い
た
だ
き
ま

す
」の
挨
拶
と
同
時
に
食
べ
始

め
る
子
ど
も
も
い
れ
ば
、「
こ
れ

や
だ
」と
な
か
な
か
食
べ
始
め

な
い
子
ど
も
も
い
ま
し
た
。

　

昨
年
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
の
た

め
、
一
台
ご
と
に
机
の
間
隔
を

あ
け
て
一
人
ず
つ
座
っ
て
食
べ

て
い
ま
す
。
友
達
と
お
し
ゃ
べ

り
で
き
ず
、
皆
静
か
に
食
べ
て

い
ま
す
。
入
園
当
初
、「
こ
れ
や

だ
」「
き
ら
い
」と
言
っ
て
口
に

運
ぶ
の
が
や
っ
と
と
い
う
状
態

で
も
、
教
員
が
声
を
掛
け
な
が

ら
手
を
添
え
て
サ
ポ
ー
ト
す
る

こ
と
で
徐
々
に
食
べ
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
一
年

が
経
つ
頃
に
は
完
食
し
、
さ
ら

に「
お
か
わ
り
」を
す
る
く
ら
い

ま
で
に
成
長
し
て
い
き
ま
す
。

　

本
園
で
は
、
正
し
い
箸
の
持

ち
方
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
正
し
い
持
ち
方

を
意
識
し
て
積
極
的
に
箸
を
使

い
食
べ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
手
洗
い
、
う
が
い
、
消
毒
を

忘
れ
ず
感
染
予
防
を
徹
底
し
て
、

楽
し
い
給
食
の
時
間
を
過
ご
し

て
い
き
ま
す
。

た
の
し
み
に
し
て
い
た

給
食

今
日
か
ら
友
達

　

四
月
六
日（
火
）に
入
園
式
を

行
い
ま
し
た
。
保
護
者
と
手
を

つ
な
ぎ
に
こ
や
か
に
登
園
す
る

子
ど
も
か
ら
、
緊
張
し
た
面
持

ち
で
戸
惑
っ
て
い
る
子
ど
も
、

す
で
に
泣
い
て
い
る
子
ど
も
ま

で
十
人
十
色
の
様
子
が
見
ら
れ

ま
し
た
。
八
日（
木
）の
進
級
式

で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
た
め
学

年
ご
と
に
行
い
ま
し
た
。
集
団

生
活
の
経
験
が
豊
富
な
進
級
園

児
た
ち
は
、
落
ち
着
い
て
挨
拶

し
た
り
、
静
か
に
話
を
聞
い
た

り
し
て
い
ま
し
た
。

　

全
園
児
が
登
園
し
始
め
た
四

月
十
日（
土
）に
は
対
面
式
を
行

い
ま
し
た
。
対
面
式
と
は
、
進

級
園
児
と
新
入
園
児
が
一
堂
に

会
し
、
歓
迎
の
気
持
ち
を
込
め

て
行
う
会
で
す
。
今
年
は
感
染

防
止
の
た
め
、
分
散
し
て
行
い

ま
し
た
。

　

四
歳
児
梅
組
は
、
満
三
歳
児

パ
ン
ダ
組
と
三
歳
児
桜
組
を
訪

問
し
、
各
保
育
室
で
歓
迎
セ
レ

モ
ニ
ー
を
行
い
ま
し
た
。
梅
組

は
積
極
的
に
声
を
掛
け
た
り
、

楽
器
の
音
を
聞
か
せ
た
り
し
て

進
入
園
児
を
歓
迎
し
ま
し
た
。

泣
い
て
い
た
新
入
園
児
は
、
お

兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
の
言
葉
掛

け
や
合
奏
が
始
ま
る
と
泣
き
止

ん
で
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
満
三
歳
児
と
三
歳

児
は
遊
戯
室
に
移
動
し
、
五
歳

児
松
組
と
の
対
面
式
を
行
い
ま

し
た
。
五
歳
児
は
み
ん
な
で
話

し
合
い
、
合
奏
を
発
表
す
る
こ

と
に
決
め
ま
し
た
。ス
テ
ー
ジ

上
で
の
松
組
の『
貴
婦
人
の
乗

馬
』の
合
奏
、「
初
め
の
言
葉
」を

言
う
姿
、
み
ん
な
揃
っ
て
お
じ

ぎ
を
す
る
た
た
ず
ま
い
に
、
新

入
園
児
は
憧
れ
の
ま
な
ざ
し
を

向
け
、
た
く
さ
ん
の
拍
手
を
送

り
ま
し
た
。

　

四
歳
児
や
五
歳
児
は「
パ
ン

ダ
組
や
桜
組
っ
て
か
わ
い
い

ね
」「
緊
張
し
た
け
ど
良
か
っ

た
」「
こ
れ
で
み
ん
な
友
達
だ

ね
」と
感
想
を
述
べ
、
対
面
式

を
通
し
て
自
分
た
ち
の
役
目
を

果
た
せ
た
こ
と
に
達
成
感
を
味

わ
い
ま
し
た
。

　

分
散
形
式
で
も
、
一
人
ひ
と

り
の
心
が
確
実
に
つ
な
が
っ
て

い
く
の
が
感
じ
ら
れ
た
対
面
式

と
な
り
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
は

コ
ロ
ナ
禍
で
の
保
育
が
続
き
ま

す
が
、
最
善
の
保
育
を
実
践
し

て
い
き
ま
す
。

み
ん
な
聖
徳
っ
子

令
和
三
年
度
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

給
食
お
い
し
い
ね

聖
徳
大
学
附
属
幼
稚
園

　

本
園
で
は
、五
月
か
ら
年
に

十
回
ほ
ど「
園
庭
開
放
」を
行
い

ま
す
。
日
程
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
ポ
ス
タ
ー
な
ど
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　

園
庭
開
放
日
は“
小
さ
な
お

友
達
”と
保
護
者
が
遊
び
に
来

て
、の
び
の
び
と
体
を
動
か
し

好
き
な
遊
び
を
楽
し
み
ま
す
。

本
園
の
園
児
も
一
緒
に
園
庭
で

遊
び
、楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご

し
ま
す
。
園
児
は
積
極
的
に
小

さ
な
お
友
達
や
保
護
者
に
声

を
掛
け
、手
を
つ
な
い
で
一
緒
に

金
魚
を
見
に
行
っ
た
り
、プ
レ
イ

ジ
ム
の
滑
り
台
を
滑
っ
た
り
、築

山
に
登
り
上
か
ら「
ヤ
ッ
ホ
ー
」

と
手
を
振
っ
た
り
し
て
、と
て

も
微
笑
ま
し
い
姿
が
見
ら
れ
ま

す
。

　

保
護
者
か
ら
は「
元
気
に
挨

拶
し
て
く
れ
て
う
れ
し
か
っ
た

で
す
」「
園
児
の
皆
さ
ん
は
明
る

く
て
人
懐
っ
こ
い
で
す
ね
」な

ど
の
声
が
聞
か
れ
、評
判
は
良

い
よ
う
で
す
。
中
に
は
、本
園

に
つ
い
て
の
質
問
や
、不
安
に

感
じ
て
い
る
こ
と
等
を
積
極
的

に
聞
く
方
も
い
ま
す
。
ま
た
、

園
庭
で
一
緒
に
過
ご
す
う
ち
に

本
園
に
通
う
園
児
た
ち
の
学
年

ご
と
の
成
長
過
程
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

園
庭
開
放
日
に
は
幼
稚
園
内

見
学
も
受
け
付
け
て
お
り
、在

園
児
と
の
触
れ
合
い
を
通
し
て

本
園
の
良
さ
を
ア
ピ
ー
ル
で
き

る
機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
一
年
も
昨
年
度
に
続
き
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
を
徹
底
し
な
が
ら
園
庭
開
放

を
積
極
的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

園
庭
開
放

聖
徳
大
学
八
王
子
幼
稚
園

　

四
月
四
日（
日
）に
入
園
式
・

進
級
式
を
行
い
ま
し
た
。「
今

年
も
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
を
し
な

が
ら
、園
児
の
心
に
残
る
活
動

や
行
事
を
行
っ
て
い
き
た
い
」

と
い
う
こ
と
が
、新
年
度
が
始

ま
る
際
に
教
職
員
が
抱
い
た
決

意
で
し
た
。

　

園
生
活
に
慣
れ
な
い
園
児
は
、

泣
い
て
登
園
し
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
を
見
た
年
長
組
や
年
中
組

が
、「
大
丈
夫
？
」「
一
緒
に
お
部

屋
に
行
こ
う
ね
」と
声
を
掛
け
、

　

入
園
・
進
級
か
ら
約
二
週
間

が
経
っ
た
四
月
十
五
日（
木
）、

十
六
日（
金
）に
な
ら
し
給
食
を

手
を
つ
な
い
で
保
育
室
に
連
れ

て
行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の

優
し
さ
は
、ま
さ
に
園
児
た
ち

の
成
長
の
証
で
す
。
入
園
し
て

一
週
間
も
経
つ
と
、新
入
園
児

は
園
の
雰
囲
気
に
す
っ
か
り
慣

れ
、泣
か
ず
に
登
園
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

天
気
の
良
い
日
は
、園
庭
で

遊
び
ま
す
。
園
庭
の
遊
具
で
遊

ぶ
園
児
た
ち
の
笑
い
声
が
聞
こ

え
て
き
ま
す
。
四
月
か
ら
五
月

ま
で
休
園
し
て
い
た
昨
年
に
は

見
ら
れ
な
か
っ
た
光
景
で
す
。

幼
稚
園
は
、や
は
り
園
児
の
笑

い
声
に
あ
ふ
れ
、楽
し
い
場
所

で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
本
給

食
が
始
ま
る
前
に
、
新
入
園
児

が
給
食
に
慣
れ
る
た
め
に
行
い

ま
す
。
幼
児
が
食
べ
や
す
い
お

や
つ
程
度
の
献
立
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

一
日
目
は
リ
ン
ゴ
ジ
ュ
ー
ス
、

二
日
目
は
グ
レ
ー
プ
ゼ
リ
ー
で

し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止

の
た
め
、
机
の
除
菌
を
徹
底
し
、

間
隔
を
あ
け
、
皆
が
同
じ
方
向

を
向
く
よ
う
ス
ク
ー
ル
形
式
に

並
べ
ま
す
。
手
洗
い
、
手
指
の

消
毒
を
一
人
ず
つ
丁
寧
に
行
い
、

「
い
た
だ
き
ま
す
」の
挨
拶
を
し

て
か
ら
食
べ
る
こ
と
を
指
導
し

ま
す
。

　

二
日
間
の
な
ら
し
給
食
を
経

て
、
四
月
十
九
日（
月
）よ
り
本

給
食
が
始
ま
り
ま
し
た
。
本
園

の
給
食
は
専
任
の
栄
養
士
が
、

栄
養
バ
ラ
ン
ス
や
カ
ロ
リ
ー
を

考
え
、
和
食
・
中
華
・
洋
食
の
献

立
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
た
く

さ
ん
の
食
材
を
使
っ
て
盛
り
つ

け
た
色
鮮
や
か
な
給
食
は
、
見

た
目
も
き
れ
い
で
、
お
い
し
く

食
べ
や
す
く
、
保
護
者
か
ら
好

評
で
す
。
園
児
に
人
気
の
献
立

は
、
保
護
者
が
家
庭
で
も
作
れ

る
よ
う
献
立
表
に
レ
シ
ピ
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。
本
給
食
初
日

の
メ
ニ
ュ
ー
は
、園
児
が
一
番
大

好
き
な「
聖
徳
チ
キ
ン
カ
レ
ー

ラ
イ
ス
、イ
タ
リ
ア
ン
サ
ラ

ダ
、ミ
ル
ク
、バ
ナ
ナ
」で
し

た
。
中
に
は
口
の
周
り
に
カ

レ
ー
を
付
け
て
食
べ
て
い

る
幼
児
も
い
ま
し
た
。「
お

い
し
い
ね
」「
お
か
わ
り
し

た
よ
」と
笑
顔
で
嬉
し
そ
う

に
食
べ
ま
し
た
。

　

食
育
を
通
し
て
、
食
べ
物

を
大
切
に
す
る
心
、
作
っ
て

く
だ
さ
る
方
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
、
食
事
の
マ
ナ
ー
や

正
し
い
箸
使
い
の
習
得
な

ど
を
指
導
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
年
度
も
感
染
防
止
対
策
の

た
め
活
動
に
制
限
を
か
け
る
場

面
が
出
て
き
ま
す
。
教
職
員
が

一
丸
と
な
っ
て
、園
児
が
楽
し

め
る
活
動
や
、環
境
整
備
に
努

め
て
い
き
た
い
と
強
く
感
じ
る

令
和
三
年
度
の
ス
タ
ー
ト
と
な

り
ま
し
た
。

聖
徳
大
学
附
属
成
田
幼
稚
園

聖
徳
大
学
附
属
浦
安
幼
稚
園
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学園広報紙聖徳フラッシュをお読みいただきありがとうございます。
今後も内容の充実に努めてまいりますので、ぜひ皆さまのご意見・ご感想をお寄せください。

ご意見・ご感想の宛て先

〈郵送〉〒271-8555　千葉県松戸市岩瀬550　東京聖徳学園　「聖徳フラッシュ」係まで
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TEL.03-5476-8811（代）

聖徳フラッシュ　第₁₁₄号
発行人 ／川並 弘純　　編集 ／総務課

読者の声

6月5日（土） 北海道支部総会・保護者会 実施方法等を含め検討中

9月5日（日） 甲信地区支部総会・保護者会 長野・ホテル国際21

9月12日（日） 新潟地区支部総会・保護者会 長岡・ニューオータニ長岡

10月3日（日） 静岡県支部総会・保護者会 静岡・ホテルアソシア静岡

10月10日（日） 東北（北）支部総会・保護者会 仙台・仙台ガーデンパレス

10月17日（日） 北関東支部総会・保護者会 大宮・JA共済埼玉ビル

10月24日（日） 九州・沖縄地区支部総会・保護者会 那覇・ホテルJALシティ那覇

10月31日（日） 東北（南）支部総会・保護者会 郡山・ビューホテルアネックス

11月21日（日） 東京地区・茨城県支部総会・保護者会（合同） 聖徳大学

11月28日（日） 千葉県支部総会・保護者会 聖徳大学

セイトクの派 遣 会 社 だ か ら安心
派遣登録募集中！！ 幼稚園教諭、 保育士、 一般事務  お気軽にご連絡ください 

セイワコーポレーション
東京都港区虎ノ門 1-1-20 0120-525-126 般 13 - 300726

13-ユ-300913

■聖徳大学附属小学校（共学） ●お問い合わせ：047-392-3111（代）

■聖徳大学幼児教育専門学校（女子） ●お問い合わせ：03-5476-8811（代）

■聖徳大学（女子）・聖徳大学短期大学部（女子） ●お問い合わせ：0120-66-5531（直通）

■通信教育部（大学院・大学・短期大学部 共学） ●お問い合わせ：047-365-1200（直通）

ナイトキャンパスツアー 個別
相談会

入試
セミナー

中学校

高等学校

学校説明会 兼 吹奏楽コース説明会 夏の学校見学会 吹奏楽部部活動体験会

■聖徳大学附属取手聖徳女子中学校・高等学校 ●お問い合わせ：0297-83-8111（代）

※6月から8月までの予定です。詳細及び9月以降の予定につきましては、各校にお問い合わせください。
学校説明会関係行事のご案内

全体会　10：50▶12：10

令和3年₈月₂₁日（土） 10時30分～16時15分
聖徳大学松戸キャンパス（松戸駅東口から徒歩5分）
子どもの可能性をひろげる環境を創る
一般：5,000円 本学卒業生：4,000円 在学生：2,500円

（通信生含む）600名　※定員になり次第締め切り

　私が絵本作りの中でいつも
心がけている「おもしろがる」
ということを、実際の制作のきっかけや過程の紹介を通してお話し
したいと思います。
　ご参加くださるみなさんにも体感していただくために、簡単な発
想ゲームやミニワークショップも行う予定です。
講師プロフィール：1975年、静岡県浜松市生まれ。グラフィックデザイナー
を経て絵本作家となる。

『ぼくのトイレ』（PHP研究所）で第17回日本絵本賞読者賞、『しごとば　東京スカイツリー』（ブロンズ新社）で
第62回小学館児童出版文化賞を受賞。ほかの作品に『しごとば』シリーズ、『たべもんどう』『おでこはめえほ
ん』シリーズ（ブロンズ新社）『ぼくのおふろ』『ぼくのふとん』『す～べりだい』『ぶららんこ』（PHP研究所）『おし
りをしりたい』『おつかいくん』（小学館）『かわ』（幻冬舎）『ねるじかん』『とんでもない』（アリス館）『うちゅうず
し』（角川書店）などがある。『しごとば』シリーズでは、スケッチブックとカメラを手にさまざまな仕事の現場に潜入
取材し、独自の視点と遊び心あふれる手法で仕事を切り取った内容は、老若男女問わず好評を博している。
千葉県在住。2男1女の父。

令和3年度 大学・短期大学部／後援会・保護者会 開催日程

　SEITOKU夏期保育大学は、幼稚園教諭、保育士、保育に関心のある皆さま
を対象として毎年夏に開催している恒例行事です。今年は「子どもの可能性を
ひろげる環境を創る」を総合テーマに、絵本作家の鈴木のりたけ先生による講演
のあとに、現場で役立つ10テーマの分科会を予定しています。
　皆さまのご参加を心よりお待ちしております。

資料請求
・

お問い合わせ 
〒271-0092　千葉県松戸市松戸1169 聖徳大学10号館
 聖徳大学生涯学習課　Tel. 047-365-3601（直通）

URL https: //www.seitoku. jp/soa/検索

▶6月5日［土］13：00～16：00 ▶6月5日［土］14：00～15：30
▶7月3日［土］13：00～16：00 ▶7月3日［土］14：00～15：30第1回  ▶6月17日［木］18：00～20：00

来校型

来校型・オンライン配信型

オンライン配信型

▶7月11日［日］9：30～ ▶8月9日［月・振休］9：30～ ▶8月29日［日］13：30～

▶7月31日［土］9：30～12：00
▶8月9日［月・振休］9：30～12：00
▶8月21日［土］9：30～12：00

▶6月19日［土］9：30～11：30
▶7月10日［土］9：30～11：30

▶8月1日［日］9：30～12：00

▶6月20日［日］
▶7月4日［日］
▶7月18日［日］

▶6月12日［土］
13：00～15：00

▶6月12日［土］
13：00～15：00

▶6月26日［土］
13：00～15：00

▶7月31日［土］
13：00～15：00

▶7月17日［土］
13：00～15：00

▶6月6日［日］
▶6月19日［土］
▶7月3日［土］
▶7月27日［火］～30日［金］

▶8月9日［月・振休］
▶8月22日［日］

▶8月7日［土］
▶8月21日［土］

オンライン入学説明会（予約制）

公認心理師（大学）
オンライン入学説明会（予約制）

入試説明会わくわく ▶8月28日［土］ 10：00～11：30▶7月17日［土］ 9：15～11：30（午前の部）
　　　　　　　　13：20～15：30（午後の部）

▶6月13日［日］
　13：00～13：45

▶6月26日［土］
　13：00～14：10

▶7月18日［日］
　13：00～13：45

▶7月31日［土］
　13：00～14：10

▶8月15日［日］
　13：00～13：45

▶8月29日［日］
　11：00～12：10

▶6月5日［土］ 10：00～15：00

▶6月6日［日］ 10：00～15：00

▶6月19日［土］10：00～15：00
▶6月20日［日］10：00～15：00
▶6月27日［日］10：00～15：00
▶7月3日［土］ 10：00～15：00

▶7月4日［日］ 10：00～15：00

▶7月10日［土］10：00～15：00
▶7月11日［日］10：00～15：00
▶7月17日［土］10：00～15：00
▶7月24日［土］10：00～15：00
▶7月25日［日］10：00～15：00

▶8月1日［日］ 10：00～15：00

▶8月7日［土］ 10：00～15：00

▶8月8日［日］ 10：00～15：00

▶8月21日［土］10：00～15：00
▶8月22日［日］10：00～15：00

第6回 ▶6月20日［日］10：00～12：00
第7回 ▶7月24日［土］14：00～16：00

第8回 ▶8月1日［日］ 10：00～12：00
第9回 ▶8月7日［土］ 10：00～12：00

第10回▶8月21日［土］10：00～12：00
第11回▶8月29日［日］10：00～12：00

【Web予約制】 【Web予約制】

おもしろがると 世界が ひろがる講演

● 日　時：
● 場　所：
● テーマ：
● 受講料：
● 定　員：

現場で役立つ10のテーマ

オンライン入学個別相談（予約制）

聖徳大学短期大学部 児童学科・教育学科

第54回SEITOKU夏期保育大学8月21日（土）開催

ホームページ〈入学説明会ページ〉よりご予約ください。　http ://www.seitoku. jp/tk/event.php
　かすがの森から車で白樺湖方面に向かい、約1時間で車山高原に到着します。標高
1,925mの車山山頂からの見晴らしは抜群に良く、富士山、北アルプス、中央アルプス、
南アルプス・八ヶ岳連峰・浅間連峰、御嶽山、乗鞍岳、妙高山、晴れた日には遠く群馬県と
栃木県境の山岳なども一望のもとに見渡せる360度の大パノラマが広がっています。 
この景観の良さから、平成11年に気象庁により車山山頂に気象レーダーが設置され、
毎日の気象情報を皆さまに伝える貴重な施設となっています。

新型コロナウイルス感染症（COVID-₁₉）の感染拡大が懸念されています。
本紙に掲載しているイベント・行事については、今後中止・延期になる場合があります。

事前に各学校や園にお問い合わせをお願いします。

鈴木のりたけ先生講師

分科会　13：30▶16：15

第１分科会
【要領・指針の示す課題】
遊びを創り出す魅力のある環境を考える

聖徳大学児童学部児童学科教授
井口 厚子

聖徳大学児童学部児童学科教授
河合 優子

第2分科会

【０・１・2歳児と遊び】
未来を見据えた乳児保育の可能性
～将来の子どもたちに必要な力とは～

聖徳大学児童学部児童学科専任講師
深津 さよこ

第3分科会

【メディア環境と子ども】
幼児期の情報機器の活用を考える
～直接体験を生かすための工夫～

聖徳大学講師
岸 正寿

第4分科会

【気になる子と環境】
「気になる子」理解とみんなの心
～“みんな違ってみんないい”の実践～

聖徳大学大学院教職研究科教授
腰川 一惠

元聖徳大学児童学部児童学科教授
髙橋 かほる

第5分科会
【子どもの環境とアート】
紙ねんど  つくって、置いて、みせる世界の探究

聖徳大学児童学部児童学科准教授
西園 政史

第6分科会
【音楽を楽しむ】
毎日が楽しくなる皆んなのリズムあそび

聖徳大学音楽学部音楽学科教授
山本 真理子

第7分科会

【絵本の魅力】
絵本で世界を広げよう
～子どもの心をくすぐる絵本とは？～

聖徳大学大学院教職研究科教授
藪中 征代

第8分科会

【好奇心・探究心を育てる】
わくわく  どきどき  自然体験
～好奇心・探究心を育む環境～

聖徳大学大学院教職研究科教授
重安 智子

聖徳大学短期大学部保育科教授
古川 由紀子

第9分科会

【発達と心理】
子どものやる気を育む環境
～心理学の観点から再考し、深める～

聖徳大学児童学部児童学科専任講師
齋藤 有

第10分科会

【子育てを支える】
保護者のこころをグッとつかむ
～話が聴ける保育者になるためには～

聖徳大学児童学部児童学科教授
鈴木 由美

■光英VERITAS中学校・高等学校（共学）
（旧聖徳大学附属女子中学校・高等学校） ●お問い合わせ：0800-800-8442（入試広報室直通）

▶6月27日［日］9：30～ ▶7月11日［日］13：30～ ▶8月10日［火］9：30～ ▶8月29日［日］9：30～

長野県佐久市
春日2258-1

信州佐久 春日温泉 自然体感リゾート ご予約はお電話にて 電話：0267-52-2111
宿泊料金・プランはホームページをご覧ください。

http ://www.kasuganomori.com/

所 在 地：長野県茅野市北山車山3413
問合せ先：車山高原リフト TEL.0266-68-2626車 山 高 原

ビーナスラインと北アルプス連峰

車山から見た富士山


